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一
　
序
　
論

㈠
　
問
題
状
況

　
従
来
ま
で
、
違
憲
審
査
制
度
運
用
の
実
態
に
つ
い
て
の
日
本
憲
法
学
の
問
題
意
識
は
、「
日
本
の
最
高
裁
は
、
違
憲
判
決
の
数
か
ら

い
っ
て
も
、
憲
法
判
断
の
回
避
へ
の
強
い
傾
向
か
ら
い
っ
て
も
、
司
法
消
極
主
義
の
立
場
を
貫
い
て
き（
1
）た」
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ

の
問
題
意
識
は
無
論
、
現
在
も
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
評
価
か
ら
導
か
れ
る
「
違
憲
審
査

の
活
性
化
」
や
、
司
法
権
に
よ
る
他
権
力
の
統（
2
）制と

い
う
具
体
的
論
点
に
答
え
る
た
め
、
司
法
権
は
如
何
で
あ
る
べ
き
か
、（
つ
ま
り
、
司

法
権
概
念（
3
）論）、
ま
た
は
、
裁
判
官
は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
、（
つ
ま
り
、「
裁
判
官
の
良
心
論
」）、
が
よ
り
個
別
的
で
細
分
化
さ
れ
た
問
題
へ

の
回
答
・
論
考
を
支
え
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
で
、「
如
何
に
あ
る
べ
き
か
」
を
め
ぐ
る
規
範
的
理
論
の
提
示
が
日
本
憲
法
学
の
い
わ
ゆ
る
主
流
に
な
る
に
従
っ
て
、
当
然
な
が

ら
規
範
的
理
論
に
対
峙
す
る
記
述
的
で
実
証
的
な
理
論
は
学
界
に
お
け
る
勢
力
を
失
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
様
子
が
特
に
明
確
な
の
が
、
憲

法
七
六
条
三
項
解
釈
学
説
の
変
遷
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
団
藤
重
光
が
一
九
七
〇
年
代
か
ら
主
張
し
て
い
た
よ
う
に
、「
裁
判
官
と
し
て
の
良
心
」
と
「
裁
判
官
と
し
て
も
つ
べ
き
良

心
」
は
区
別
す
る
必
要
が
あ（
4
）り、
憲
法
七
六
条
三
項
は
「
裁
判
官
と
し
て
の
良
心
」
を
規
定
し
て
い
る
と
の
見
方
も
存
在
し
て
い
た
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
で
も
規
範
的
な
客
観
的
良
心
説
が
憲
法
学
界
に
根
強
く
浸
透
し
て
い
る
。

　
現
在
、
こ
の
よ
う
な
客
観
的
良
心
説
を
採
用
す
る
論
者
の
う
ち
、
樋
口
陽
一
は
、「
裁
判
官
の
良
心
論
」
に
つ
い
て
一
九
八
〇
年
代
後

期
に
主
観
的
良
心
説
か
ら
の
転
向
を
行
っ
た
。
こ
の
転
向
は
、
当
時
の
二
分
法
で
対
峙
し
て
い
た
一
説
か
ら
も
う
一
説
へ
と
自
説
を
一
八
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〇
度
転
換
さ
せ
た
「
大
胆
さ
」
と
「
奇
抜
さ
」
ゆ
え
に
注
目
に
値
す（
5
）る。
前
期
の
樋
口
陽（
6
）一は
、
戦
後
第
一
次
法
解
釈
論
争
に
影
響
を
受

け
た
解
釈
方
法
論
上
の
認（
7
）識に

基
づ
き
、
法
解
釈
は
主
観
的
意
思
行
為
で
あ
り
、
そ
の
法
解
釈
を
拘
束
す
る
法
的
「
わ
く
」
を
暗
示
的
に

否
定
し
た
。
一
方
、
機
能
的
・
社
会
学
的
な
意
味
で
の
「
わ
く
」
は
存
在
し
う
る
と
示
し（
8
）た。
し
か
し
、
後
期
の
樋
口
陽
一
は
法
的
な

「
わ
く
」
を
認
め
、
一
定
の
客
観
的
な
わ
く
内
で
法
解
釈
者
は
そ
の
選
択
を
主
観
的
に
行
う
と
い
う
法
解
釈
論
を
展
開（
9
）し、
客
観
的
良
心

説
を
採
用
し
た
と
理
解
で
き
）
10
（

る
。
長
谷
部
恭
男
も
樋
口
陽
一
の
理
論
に
共
鳴
し
な
が
ら
、
現
在
は
、
客
観
的
良
心
説
を
展
開
し
て
い
る
。

㈡
　
問
題
提
起

　
以
上
の
問
題
状
況
の
簡
単
な
整
理
か
ら
、「
戦
後
法
解
釈
論
争
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
客
観
的
良
心
説
が
根
強
く
残
る
日
本
憲
法
学
。
な

ぜ
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
単
純
明
快
な
問
い
が
生
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
状
況
を
法
実
証
主
）
11
（

義
的
な
戦
後
法
解
釈
論
）
12
（

争
と
の
決
別

（
？
）
と
み
る
と
、「
現
在
の
日
本
憲
法
学
は
法
実
証
主
義
と
い
ま
だ
に
対
話
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
」
と
の
問
い
が
加
え
て
導
か
れ
る
。

　
本
稿
は
、
裁
判
に
お
け
る
判
決
の
理
由
付
の
研
究
に
つ
い
て
の
方
法
論
・
法
認
識
論
的
基
礎
土
台
を
日
本
憲
法
学
の
文
脈
で
考
え
る
こ

と
に
つ
い
て
も
そ
の
射
程
に
入
れ
る
。
そ
の
鍵
は
「
正
当
化
」
と
「
理
性
」
の
関
係
に
あ
る
。
裁
判
の
決
定
に
お
け
る
正
当
化
は
実
践
的

に
は
、
裁
判
官
が
行
う
最
終
的
決
定
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
市
民
・
法
実
務
家
・
法
研
究
者
等
が
法
的
決
定
に
ア
ク
セ
ス
す
る
出
発
点

で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
理
論
的
視
点
か
ら
は
、
先
述
の
樋
口
陽
一
の
転
向
の
態
度
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
裁
判
官
が
制
約
さ
れ
る
最
終

的
な
「
わ
く
」
が
あ
る
と
み
る
こ
と
も
そ
の
評
価
が
正
し
い
か
否
か
は
さ
て
お
き
可
能
で
あ
る
。
樋
口
陽
一
は
栗
城
壽
夫
と
の
共
著
で
あ

る
『
憲
法
と
裁
判
』
に
お
い
て
、
ト
ロ
ペ
ー
ル
の
「
法
的
制
約
理
論
（Théorie des contraintes juridiques

））
13
（

」
を
事
実
的
制
約

0

0

か
ら
、
規

範
的
拘
束

0

0

へ
と
「
読
み
替
）
14
（
え
」
を
行
い
、
理
由
付
の
構
造
（
つ
ま
り
、
広
中
俊
雄
が
提
示
し
た
「
あ
る
解
釈
は
そ
れ
自
身
と
し
て
論
理
的
一
貫
性

を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
法
体
系
全
体
に
対
し
論
理
的
に
矛
盾
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
う
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
15
（

い
」
と
い
う
わ

く
）
は
、
説
明
可
能
性
と
い
う
「
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
」
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
樋
口
は
、
こ
の
「
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
」
が
裁
判



法学政治学論究　第138号（2023.9）

92

官
を
拘
束
し
、
そ
の
結
果
、
裁
判
そ
の
も
の
の
「
非
政
治
性
」・「
非
権
力
性
」
を
導
）
16
（
く
と
主
張
し
た
。

　
本
稿
で
の
問
い
は
、
先
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
論
点
を
み
る
に
あ
た
り
、
長
谷
部
恭
男
の
指
摘
が
本
稿
の
性
格
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
長
谷
部
は
「
裁
判
官
の
良
心
・
再
訪
」
に
お
い
て
「
裁
判
官
の
良
心
に
関
す
る
議
論
は
、
通
常
の
解
釈
学

説
と
は
レ
ベ
ル
を
異
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
法
外
の
道
徳
の
領
域
に
属
す
る
論
点
で
あ
）
17
（
る
」
と
指
摘
す
る
。
ま
た
付
言
す
る
と
、
本
稿

で
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
か
ら
分
析
す
る
学
説
の
態
度
で
あ
る
法
認
識
論
や
法
学
方
法
論
も
（
異
な
る
理
由
か
ら
）
法
外
の
道
徳
の
領
域

に
属
す
る
論
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
認
識
の
前
に
価
値
は
存
在
し
な
い
と
の
立
場
に
立
つ
と
、
一
定
の
価
値
に
支
え
ら
れ
た
法
学
方
法
論
や

法
認
識
論
の
設
定
は
法
認
識
と
は
異
な
る
常
に
純
主
観
的
価
値
判
断
に
依
る
か
ら
で
あ
）
18
（

る
。
よ
っ
て
、
法
認
識
論
と
法
学
方
法
論
を
（
理

性
と
は
区
別
さ
れ
）
19
（
る
）「
合
理
的
必
要
性
」
か
ら
決
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
樋
口
陽
一
の
「
知
の
モ
ラ
ル
」
論
は
あ
る
意
味
で
的
確
な
指
摘

で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
は
、
樋
口
陽
一
の
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
に
つ
い
て
の
転
向
と
長
谷
部
恭
男
の
実
践
哲
学
に
影
響
を
受
け
た
「
裁
判
官
の

良
心
論
」
が
日
本
憲
法
学
に
お
け
る
裁
判
官
モ
デ
ル
の
形
成
に
つ
い
て
重
要
な
転
換
点
で
あ
っ
た
と
捉
え
、
戦
後
第
一
次
法
解
釈
論
争
の

影
響
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
裁
判
官
の
客
観
的
良
心
説
が
憲
法
学
界
内
で
強
く
根
付
く
そ
の
理
由
を
探
る
。

　
第
一
部
に
お
い
て
は
、
ま
ず
「
裁
判
官
の
良
心
論
」、
つ
ま
り
、
憲
法
七
六
条
三
項
解
釈
の
数
奇
な
半
生
を
辿
り
、
一
九
七
〇
年
代
前

期
と
一
九
八
〇
年
代
後
期
以
降
の
間
に
理
論
構
造
の
根
本
的
転
換
と
断
絶
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
。
第
二
部
に
お
い
て
は
、
第
一

部
で
確
認
し
た
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
「
科
学
的
な
も
の
の
忘
却
」
と
「
規
範
的
な
も
の
の
興
隆
」
の
原
因
を
二
つ
の
対
立
す
る
裁
判
官

モ
デ
ル
（
つ
ま
り
、
後
述
す
る
「
記
述
的
・
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
モ
デ
ル
」
と
「
規
範
的
・
ド
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
モ
デ
ル
」）
の
長
所
と
短
所
を
往
復
す

る
形
で
説
明
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
そ
の
結
果
、
憲
法
学
と
い
う
実
定
法
の
説
明
と
評
価
の
往
復
を
す
る
学
問
に
お
い
て
、
一
方
で
説
明

の
た
め
に
は
実
証
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
他
方
で
評
価
の
た
め
に
は
一
定
の
「
即
答
性
」
が
要
求
さ
れ
、
特
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
か

ら
現
在
ま
で
こ
の
評
価
の
性
格
に
対
応
し
た
実
定
法
主
義
・
非
実
証
主
義
が
特
に
重
宝
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
本
稿
で
「
即
答
性
」
と
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は
実
定
法
に
関
わ
る
問
題
へ
の
「
応
答
性
」
と
そ
の
応
答
の
「
即
時
性
」
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
評
価
の
性
格
を
指
す
。
そ
し
て
、
こ

の
現
象
は
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
の
分
野
で
は
特
に
顕
著
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
議
論
に
み
ら
れ
る
実
定
法
主
義

的
・
非
実
証
主
義
的
な
理
性
的
な
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
を
実
際
に
支
え
る
の
は
、
善
悪
の
評
価
は
さ
て
お
き
論
証
可
能
な
「
合
理
的
必

要
性
」
で
あ
っ
て
、
絶
対
的
善
で
非
実
証
な
「
理
性
」
で
は
な
い
と
い
え
る
。

二
　
憲
法
七
六
条
三
項
解
釈
学
説
の
数
奇
な
半
生

　
こ
の
第
二
部
に
お
い
て
は
、
憲
法
七
六
条
三
項
に
関
す
る
法
解
釈
を
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
組
み
合
わ
せ
で
整
理
す
る
。
ま
ず
、
憲
法

七
六
条
三
項
に
関
す
る
法
解
釈
の
多
く
は
一
時
期
の
政
治
状
況
や
学
界
状
況
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
え
る
。
一
九
七
〇
年
五
月
の
憲
法

記
念
日
の
会
見
に
て
、
石
田
最
高
裁
判
所
長
官
（
当
時
）
が
「
極
端
な
軍
国
主
義
者
、
無
政
府
主
義
者
、
は
っ
き
り
し
た
共
産
主
義
者
は
、

そ
の
思
想
は
憲
法
上
は
自
由
だ
が
、
裁
判
官
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
は
し
な
い
か
」
な
ど
と
発
言
し
た
こ
）
20
（
と
や
、
一
九

七
一
年
に
起
き
た
熊
本
地
裁
判
事
補
宮
本
康
昭
の
再
任
拒
否
事
件
を
め
ぐ
り
、
日
本
の
法
学
界
全
体
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
出
来
事
に
対
抗

す
る
よ
う
に
「
裁
判
官
の
良
心
論
」・
裁
判
官
の
独
立
論
が
論
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
に
お

い
て
は
、
樋
口
陽
一
の
主
張
に
は
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
影
響
が
、
長
谷
部
恭
男
の
主
張
に
は
「
現
代
法
理
論
論
争
」
と
呼
ば
れ
る
「
ド
ゥ

オ
ー
キ
ン
対
法
実
証
主
義
」
の
構
図
が
み
ら
れ
）
21
（
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
〇
年
以
降
の
長
谷
部
恭
男
の
主
張
は
、
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
特

に
、
憲
法
九
条
を
め
ぐ
る
問
題
状
況
の
影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
憲
法
七
六
条
三
項
に
関
す
る
法
解
釈
は
、
当
時
の
時

代
背
景
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
評
価
で
き
る
の
で
、
時
系
列
順
に
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
各
主
張
の
整
理
の
た
め
に
主
観
的
良
心
説
と
客
観
的
良
心
説
の
区
別
が
主
に
採
用
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、「
裁
判

官
の
良
心
論
」
の
学
説
史
に
つ
い
て
最
近
の
論
者
に
よ
る
と
、
愛
敬
浩
二
は
「
憲
法
七
六
条
三
項
の
定
め
る
『
裁
判
官
の
良
心
』
の
意
味
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に
つ
い
て
学
説
上
、
主
観
的
良
心
説
と
客
観
的
良
心
説
が
対
立
し
、
後
者
が
通
説
と
さ
れ
て
き
）
22
（
た
」
と
整
理
・
評
価
を
す
る
。
南
野
）
23
（
森
や

長
谷
部
恭
）
24
（

男
も
同
様
の
評
価
を
す
る
。
そ
し
て
、
従
来
の
客
観
的
良
心
説
は
法
に
内
在
す
る
客
観
性
を
基
に
狭
く
定
義
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
本
稿
は
特
に
法
解
釈
過
程
に
注
目
し
、
客
観
的
良
心
説
を
「
社
会
に
妥
当
す
る
裁
判
」、「
理
性
」
や
「
知
の
モ
ラ
ル
」
等
の
客
観

性
を
示
す
指
標
が
法
解
釈
の
以
前
に
存
在
す
る
と
認
め
る
主
張
と
よ
り
広
く
定
義
す
る
。
す
る
と
、
本
区
別
が
現
在
で
も
一
論
者
の
法
学

方
法
論
や
法
認
識
論
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
有
用
で
あ
る
と
い
え
る
。
他
方
、
興
味
深
い
点
は
さ
ら
に
立
ち
入
っ
た
評
価
で
あ
る
。
愛

敬
浩
二
は
、「
そ
の
説
明
を
す
る
際
の
学
説
の
問
題
意
識
は
専
ら
、
裁
判
官
の
恣
意
的
判
断
に
対
す
る
一
定
の
統
制
原
理
（
憲
法
・
法
律
・

裁
判
官
と
し
て
の
良
心
）
を
規
範
論
の
レ
ベ
ル
で
論
じ
つ
つ
も
、
そ
れ
ら
が
実
際
に
裁
判
を
行
う
裁
判
官
の
職
権
の
独
立
を
侵
害
し
た
り
、

（
吹
田
黙
禱
事
件
）、
特
定
の
政
治
的
信
条
を
持
つ
個
人
を
裁
判
官
の
職
か
ら
排
除
し
た
り
（
青
法
協
事
件
＝
司
法
反
動
）
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
」
と
回
顧
す
る
。
し
か
し
、
実
際
の
時
間
軸
で
は
、
裁
判
官
に
関
わ
る
（
ど
の
よ
う
な
対
応
を
具
体
的
に

で
き
る
か
と
の
問
い
の
性
格
か
ら
）
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
問
題
へ
の
工
夫
を
中
心
に
構
築
さ
れ
る
時
代
が
規
範
論
の
興
隆
す
る
時
代
に
先

行
す
る
。
そ
の
後
、
裁
判
官
を
め
ぐ
る
規
範
論
が
展
開
さ
れ
な
が
ら
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
問
題
を
規
範
論
に
外
在
さ
せ
る
形
で
裁
判
官

を
め
ぐ
る
規
範
論
が
進
行
し
て
い
く
が
、
現
在
ま
で
学
説
中
心
を
占
め
る
こ
の
客
観
的
良
心
説
は
一
九
七
〇
年
以
前
の
客
観
的
良
心
説
と

異
な
り
、
次
の
意
味
で
ド
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
と
評
価
で
き
る
。
ま
ず
、
記
述
的
法
実
証
主
義
は
そ
の
認
識
論
や
方
法
論
を
支
え
る
後
述
す
る

概
念
的
基
礎
は
法
的
問
題
の
解
決
に
対
応
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
の
一
方
、
実
際
に
法
実
践
の
中
で
起
き
た
法
現
象
を
唯
一
の

対
象
と
し
向
き
合
い
続
け
る
故
に
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
基
礎
的
な
態
度
に
特
徴
付
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
峙
す
る
規
範
的
な
非
実
証
主

義
は
、
法
的
問
題
の
解
決
を
目
指
す
が
実
際
は
そ
の
正
当
化
の
過
程
で
客
観
的
な
価
値
が
存
在
す
る
と
の
ド
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
態
度
を
そ

の
基
礎
に
据
え
る
。
本
稿
で
の
中
心
課
題
は
憲
法
学
の
基
礎
的
態
度
の
分
析
に
あ
る
の
で
、
記
述
的
性
格
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
態
度

の
結
合
と
規
範
的
性
格
と
ド
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
態
度
の
結
合
が
区
分
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
区
分
は
第
二
部
へ
の
橋
渡
し
の
役
割
を

も
っ
て
い
る
。
特
に
、
樋
口
陽
一
の
憲
法
七
六
条
三
項
に
関
す
る
法
解
釈
は
記
述
的
・
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
か
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ら
、
規
範
的
・
ド
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
に
転
向
し
た
が
、
こ
の
転
向
こ
そ
、
先
述
の
と
お
り
、
憲
法
七
六
条
三
項
に

関
す
る
法
解
釈
を
め
ぐ
る
学
説
に
と
っ
て
重
要
な
転
換
点
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
問
題
へ
の
工
夫
㈠
か
ら
、
裁
判

官
を
め
ぐ
る
規
範
論
の
展
開
㈡
の
順
に
そ
の
半
生
を
辿
る
。

㈠
　
ド
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
か
ら
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
へ

　
ま
ず
確
認
し
て
お
く
べ
き
な
の
は
一
九
七
〇
年
以
前
の
学
説
の
状
況
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
伊
藤
正
己
が
一
九
七
一
年
に
発
表

し
た
「
裁
判
官
の
良
心
」
と
い
う
論
文
に
お
い
て
、
伊
藤
は
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
を
大
き
く
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
整
理
し
て
お

り
、
第
一
の
グ
ル
ー
プ
、
つ
ま
り
、
主
観
的
良
心
説
を
採
用
し
て
い
た
論
者
に
は
、
牧
野
英
）
25
（
一
や
滝
川
幸
）
26
（
辰
が
主
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

牧
野
英
一
は
戦
前
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
私
法
学
者
で
法
の
科
学
や
自
由
法
学
を
フ
ラ
ン
ス
で
主
張
を
始
め
た
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在
で
あ
る

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ジ
ェ
ニ
ー
（François G
ény
）
に
特
に
影
響
を
受
け
て
法
理
学
を
展
開
し
た
。
一
方
の
牧
野
英
一
自
身
は
刑
法
に
身
を
置

き
な
が
ら
、
法
理
学
（
法
哲
学
）
の
分
野
で
は
法
解
釈
論
と
悪
法
問
題
へ
の
回
答
で
知
ら
れ
て
い
る
。
戦
前
か
ら
牧
野
は
、
一
方
で
、
法

解
釈
論
に
つ
い
て
「
法
律
の
解
釈
は
、
解
釈
家
が
自
己
の
独
立
な
自
由
な
立
場
に
お
い
）
27
（

て
」
行
わ
れ
る
と
主
張
し
て
お
り
、
他
方
で
、
悪

法
問
題
に
つ
い
て
は
、「『
悪
法
も
亦
法
な
り
』
の
格
言
『
法
に
悪
法
な
し
』」
を
一
九
二
五
年
に
発
表
し
て
い
）
28
（
る
。
そ
し
て
、
牧
野
の
悪

法
問
題
へ
の
回
答
こ
そ
が
来
栖
三
郎
に
影
響
を
与
え
、
法
解
釈
論
争
に
火
を
付
け
た
と
い
う
見
解
も
存
在
す
）
29
（

る
。

　
第
二
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、「
裁
判
官
の
職
業
に
必
然
的
に
要
請
さ
れ
る
客
観
的
良
心
で
あ
）
30
（
る
」
と
論
じ
た
小
林
直
樹
、
斎
藤
秀
夫
、
斎

藤
朔
郎
等
が
名
を
連
ね
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
団
藤
重
光
も
（
そ
の
後
の
一
部
転
向
を
勘
案
し
て
も
）
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
）
31
（

う
。

　
ま
た
、
こ
の
時
代
を
象
徴
す
る
論
争
と
し
て
は
戦
後
法
解
釈
論
争
が
あ
り
、
法
解
釈
も
正
し
さ
が
究
極
的
に
個
人
の
価
値
判
断
に
基
づ

い
て
い
る
と
す
る
見
解
が
そ
の
中
心
で
あ
っ
）
32
（

た
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
以
前
の
議
論
で
は
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
に
お
け
る
中
心
的
位

置
に
「
論
争
的
な
性
格
」
の
法
解
釈
論
が
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
田
中
耕
太
郎
「
裁
判
官
の
良
心
と
独
立
に
つ
い
）
33
（

て
」
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と
そ
の
批
判
を
行
っ
た
牧
野
英
一
「
裁
判
に
お
け
る
良
心
と
法
律
）
34
（
㈠
」「
裁
判
に
お
け
る
良
心
と
法
律
）
35
（
㈡
」
が
数
少
な
い
例
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
一
九
七
〇
年
代
以
前
の
憲
法
七
六
条
三
項
解
釈
学
説
の
大
半
に
は
、
基
礎
的
認
識
論
や
方
法
論
が
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
九
七
〇
年
に
な
る
と
裁
判
官
の
良
心
を
め
ぐ
る
解
釈
論
は
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
る
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
先
述
の
一
九
七

〇
年
の
石
田
長
官
発
言
と
一
九
七
一
年
に
起
き
た
熊
本
地
裁
判
事
補
宮
本
康
昭
の
再
任
拒
否
事
件
で
あ
る
。
石
田
長
官
発
言
は
先
述
の
と

お
り
で
あ
る
。
他
方
で
、
後
者
の
再
任
拒
否
事
件
は
、
一
九
七
一
年
当
時
熊
本
地
裁
判
事
補
で
あ
っ
た
宮
本
康
昭
が
十
年
に
一
度
の
再
任

を
最
高
裁
に
却
下
さ
れ
、
同
年
九
月
八
日
付
に
異
議
申
し
立
て
る
も
却
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
論
点
は
、
法
と
良
心
の
衝
突
が

起
こ
っ
た
際
に
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
具
体
的
に
で
き
る
か
と
い
う
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
件
後
に
注
目
を
さ
れ
た
の
が
、
裁
判
官
の
良
心
や
法
解
釈
の
「
わ
く
」
の
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
七
〇
年
以
降
の

数
年
間
に
公
表
さ
れ
た
裁
判
官
の
良
心
に
関
す
る
論
文
で
、「
わ
く
」
そ
の
も
の
の
存
在
を
意
識
し
て
論
じ
た
憲
法
学
の
論
者
は
主
に
伊

藤
正
己
・
小
林
直
樹
・
樋
口
陽
一
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
伊
藤
正
己
・
小
林
直
樹
の
主
張
（
１
）
と
こ
の
時
点
で
の
樋
口
陽
一
の
主
張

（
２
）
は
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。

1　

伊
藤
正
己
・
小
林
直
樹
に
よ
る
「
裁
判
官
の
良
心
論
」

　
ま
ず
、
伊
藤
正
己
は
、
裁
判
官
の
個
人
的
良
心
の
抑
制
の
た
め
に
裁
判
官
の
客
観
的
良
心
た
る
職
業
的
義
務
を
主
張
し
た
。
こ
の
点
に

お
い
て
、
裁
判
官
の
も
つ
個
人
的
な
良
心
を
主
観
的
な
も
の
と
捉
え
、
裁
判
官
の
職
業
倫
理
と
の
二
元
論
を
み
る
こ
と
が
で
き
）
36
（

る
。
伊
藤

の
主
張
の
第
一
の
特
徴
は
、
こ
の
客
観
的
良
心
を
「
実
定
法
規
範
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
と
矛
盾
せ
）
37
（
ず
」
と
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
こ
こ
に
は
あ
る
程
度
、（
客
観
的
良
心
と
同
視
さ
れ
た
）
法
と
（
主
観
的
）
良
心
の
衝
突
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
末
は
、「
個
人

的
良
心
の
抑
制
を
い
さ
ぎ
よ
し
と
し
な
い
者
は
、
裁
判
官
た
る
の
適
格
性
を
欠
）
38
（
く
」
の
で
あ
る
。
関
連
す
る
第
二
の
特
徴
は
、「
客
観
的
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良
心
た
る
法
規
へ
の
忠
誠
を
ま
も
る
（
…
）
裁
判
官
が
裁
判
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
人
格
的
活
動
に
は
限
界
が
あ
）
39
（
る
」
と
の
主
張
の

よ
う
に
、
客
観
法
に
忠
実
な
理
想
的
裁
判
官
「
像
」
を
美
徳
と
み
て
、
実
際
の
裁
判
官
の
あ
り
方
を
悪
徳
と
み
る
こ
と
に
垣
間
見
え
る
国

家
観
に
あ
る
。

　
同
時
期
に
公
表
さ
れ
た
小
林
直
樹
「
裁
判
官
の
任
務
と
良
心
」
で
の
主
張
は
伊
藤
正
己
の
主
張
と
大
筋
で
の
一
致
が
み
ら
れ
る
。
小
林

は
理
想
的
な
裁
判
官
に
「
正
義
感
や
節
度
や
バ
ラ
ン
ス
の
精
神
な
ど
を
含
ん
だ
『
公
）
40
（

正
』」
と
「
客
観
的
な
認
識
力
や
論
理
的
な
分
析
力

の
ほ
か
人
間
生
活
に
関
す
る
洞
察
力
を
含
め
た
『
英
）
41
（
知
』」
を
求
め
る
。
そ
し
て
、「〝
人
で
は
な
く
て
法
が
支
配
す
る
〞
と
い
う
原
則
は
、

権
力
の
恣
意
に
酷
い
目
に
あ
わ
さ
れ
た
無
数
の
人
々
の
体
験
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
、
人
智
の
所
産
で
あ
っ
た
。
こ
の
原
則
か
ら
す
れ
ば
、

裁
判
の
公
平
さ
を
守
る
た
め
に
か
れ
自
身
の
主
観
的
な
信
念
を
抑
制
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
こ
そ
が
『
裁
判
官
と
し
て
の
・
客
観

的
な
良
心
』
）
42
（
だ
」
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
先
述
の
美
徳
対
悪
徳
の
構
図
は
小
林
の
主
張
に
も
認
め
ら
れ
、
理
想
的
な
裁
判
官

像
、
他
方
で
、
悪
徳
的
な
国
家
観
を
結
び
つ
け
る
た
め
に
、
憲
法
及
び
法
律
も
し
く
は
客
観
的
法
と
し
て
の
職
業
的
・
客
観
的
な
良
心
を

法
の
「
枠
」
と
設
定
）
43
（

し
、
小
林
は
法
と
良
心
の
衝
突
を
回
避
す
る
方
法
を
導
く
。
こ
の
方
法
に
は
二
種
類
あ
り
、
違
憲
審
査
に
て
そ
の
衝

突
を
回
避
す
る
か
、
そ
れ
で
も
解
決
し
な
い
場
合
の
「
実
践
的
解
決
は
簡
）
44
（
単
」
で
あ
り
、
裁
判
官
を
辞
職
す
る
か
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
二
人
の
論
者
に
第
一
次
法
解
釈
論
争
の
影
響
は
特
別
み
ら
れ
な
い
し
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
問
題
解
決
策
も
ド
グ

マ
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
小
林
直
樹
の
主
張
を
平
野
龍
一
は
批
判
的
に
分
析
し
、「
現
実
に
は
客
観
的
な
も

の
の
内
容
は
自
明
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
客
観
的
な
も
の
が
何
か
を
判
断
す
る
場
合
に
は
、
事
実
上
裁
判
官
個
人
の
思
想
や
人

格
が
多
か
れ
少
な
か
れ
は
い
り
込
む
で
あ
ろ
う
。
裁
判
が
す
で
に
存
在
す
る
も
の
の
発
見
で
は
な
く
、
選
択
で
あ
り
決
断
で
あ
る
と
い
わ

れ
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
こ
の
主
張
に
お
い
て
、「
枠
の
あ
る
良
心
」
と
い
う
考
え
は
否
定
さ
れ
、
良
心
と
は
、「
正
し

い
と
思
っ
た
こ
と
を
正
し
い
と
す
）
45
（

る
」
と
い
う
「
判
断
」
の
こ
と
を
指
す
。
そ
し
て
、
平
野
は
「
以
上
に
述
べ
た
と
こ
ろ
は
、
多
分
に
こ

と
ば
の
使
い
方
に
関
す
る
も
の
で
そ
れ
ほ
ど
実
際
的
な
違
い
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
裁
判
官
の
思
想
を
統
制
す
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べ
き
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
、
そ
れ
か
ら
生
ず
る
裁
判
官
像
に
つ
い
て
の
幅
に
お
い
て
、
若
干
の
違
い
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
ま

さ
に
重
要
な
と
き
だ
と
思
わ
れ
）
46
（

る
」
と
主
張
す
る
。

2　

樋
口
陽
一
（
前
期
）
の
「
裁
判
官
の
良
心
論
」

　
こ
の
よ
う
な
憲
法
学
に
お
け
る
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
に
対
し
て
、
第
一
次
法
解
釈
論
争
に
影
響
を
受
け
た
平
野
龍
一
と
多
く
を
共
有

す
る
主
張
を
行
っ
た
の
が
樋
口
陽
一
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
樋
口
の
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
は
、
第
一
次
法
解
釈
論
争
を
先
導
し
た
来
栖

三
郎
の
法
解
釈
論
で
あ
る
、
第
一
に
法
解
釈
は
主
観
的
意
思
行
為
で
あ
り
、
第
二
に
、
法
解
釈
に
お
け
る
「
わ
く
」
は
社
会
学
的
な
意
味

で
し
か
存
在
し
な
）
47
（
い
と
い
う
主
張
を
含
ん
で
い
た
。

　
ま
ず
、
樋
口
の
分
析
の
基
礎
に
な
る
法
解
釈
の
意
味
は
「
法
解
釈
と
い
う
人
間
行
動
は
、
所
与
の
法
源
の
認
識
で
は
な
く
、
所
与
の
法

源
を
素
材
と
し
て
一
定
の
事
案
に
法
的
解
決
を
与
え
よ
う
と
す
る
法
創
造
作
用
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
解
釈
者
の
立
場
に

よ
っ
て
規
定
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
実
践
的
意
欲
作
用
で
あ
）
48
（

る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
自
由
法
論
や
純
粋

法
学
や
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の
法
解
釈
論
で
あ
る
、
意
思
行
為
と
し
て
の
法
解
釈
の
法
創
造
作
用
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
事

実
認
定
に
つ
い
て
も
樋
口
は
「
認
識
者
の
観
点
に
と
っ
てrelevant

で
あ
る
よ
う
な
諸
事
実
を
と
り
出
す
作
用
な
の
で
あ
る
が
、
特
に
裁

判
で
の
事
実
認
定
に
お
い
て
は
、
何
をrelevant

な
事
実
と
す
る
か
と
い
う
規
準
が
、
法
解
釈
論
の
操
作
に
お
い
て
と
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

と
こ
ろ
の
解
釈
者
の
立
場
と
重
な
り
あ
う
こ
と
が
少
な
く
な
）
49
（

い
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、relevant

な
事
実
の
規
準
の
決
定
と
法
解
釈
ア
プ

ロ
ー
チ
を
比
較
し
、
意
思
行
為
と
す
る
。
一
方
で
、
検
証
テ
ス
ト
と
反
証
テ
ス
ト
の
導
入
を
し
、
法
解
釈
に
つ
い
て
は
反
証
の
テ
ス
ト
に

よ
っ
て
決
着
が
つ
か
な
い
と
分
析
し
た
。
つ
ま
り
、
法
解
釈
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
法
規
範
（
法
テ
キ
ス
ト
の
意
味
）
は
元
の
法
テ
キ

ス
ト
を
参
照
し
て
正
誤
の
判
別
が
つ
か
な
い
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
り
、
一
方
で
、
法
の
不
確
定
性
を
認
め
、
さ
ら
に
他
方
で
、
法
解
釈

の
自
由
を
暗
示
す
る
の
で
あ
っ
た
。
最
終
的
に
、「
裁
判
官
の
良
心
」
に
つ
い
て
樋
口
は
、「
法
の
解
釈
が
解
釈
者
の
立
場
に
よ
っ
て
規
定
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さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
裁
判
官
に
は
、
ま
さ
し
く
裁
判
官
で
あ
る
が
ゆ
え
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
思
想
・
良
心
の
自
由
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
裁
判
官
の
思
想
・
良
心
の
自
由
へ
の
一
切
の
外
的
な
枠
づ
け
を
許
さ
な
い
保
障
と
し
て
の
裁
判
官
の
独
立

が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
50
（
い
」
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
に
樋
口
は
規
範
論
と
し
て
の
「
わ
く
」
の
存
在
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
現
実
で
の
法
解
釈
の
「
わ
く
」
に
つ
い
て
は
、「
機
能
的
意
味
の
）
51
（
枠
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
、
法
学
的
「
わ
く
」
と
は
区
別
さ

れ
て
い
）
52
（

た
。
こ
の
経
験
主
義
的
事
実
と
し
て
の
法
解
釈
の
「
わ
く
」
は
、
当
時
の
樋
口
が
、
社
会
学
的
事
実
の
領
域
を
超
え
て
「
上
級
審

が
、
下
級
審
の
裁
判
官
の
解
釈
者
と
し
て
の
立
場
に
司
法
行
政
上
の
枠
づ
け
を
行
う
こ
と
は
、
全
く
不
）
53
（
要
」
と
主
張
す
る
た
め
の
重
要
な

根
拠
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
裁
判
官
の
良
心
を
あ
る
意
味
で
「
特
権
」
と
考
え
る
か
ら
こ
そ
、「
裁
判
官
の
良
心
は
、
法
を
否
定
す
る
基

準
で
は
な
く
、
法
を
解
釈
す
る
さ
い
の
解
釈
者
の
立
場
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
法
と
良
心
の
衝
突
が
い
か
な
る
意
味
で
も
解
釈

技
術
に
よ
っ
て
は
処
理
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
じ
め
て
、『
全
人
格
』
が
法
を
否
定
す
る
基
準
と
し
て
登
場
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ

の
と
き
は
、
裁
判
官
は
、
辞
職
す
る
自
由
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
『
良
心
に
し
た
が
っ
て
法
を
解
釈
す
る
』
と
い
う
の
は
、

つ
き
つ
め
れ
ば
、
良
心
と
法
の
衝
突
と
な
り
う
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
そ
の
手
前
の
と
こ
ろ
で
処
理
し
よ
う
と
す
る
知
恵
な
の
で
あ
）
54
（

る
」
と

法
の
科
学
の
見
知
に
基
づ
き
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
解
決
策
を
提
示
す
る
の
で
あ
る
。
法
と
良
心
の
衝
突
の
存
在
を
支
持
す
る
客
観
的

良
心
説
か
ら
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
後
に
南
野
森
が
こ
の
前
期
樋
口
説
を
「
再
主
張
」
す
る
際
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
裁
判
官
の
主
観

的
良
心
が
法
源
と
な
り
う
る
と
い
う
主
張
に
対
し
て
当
を
得
て
い
る
と
し
て
も
、
憲
法
七
六
条
三
項
の
解
釈
と
し
て
主
観
的
良
心
説
に
対

す
る
そ
れ
に
対
し
て
は
的
を
射
て
い
な
）
55
（

い
」
と
評
価
で
き
）
56
（

る
。

　
そ
の
後
、
樋
口
陽
一
は
自
身
の
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
の
大
幅
な
変
更
を
す
る
。
一
九
七
〇
年
代
前
期
ま
で
樋
口
の
「
裁
判
官
の
良
心

論
」
は
、
法
解
釈
の
科
学
）
57
（
的
認
識
を
基
礎
に
置
く
、
い
わ
ゆ
る
「
主
観
的
良
心
説
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
法
解
釈
論
に

法
的
な
「
わ
く
」
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
一
次
法
解
釈
論
争
と
の
決
別
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、
法
解
釈
論
争
の

「
そ
の
後
」
と
並
行
し
て
状
況
を
捉
え
直
す
と
、
三
つ
の
潮
）
58
（
流
に
よ
り
議
論
構
図
や
関
心
方
向
に
軌
道
修
正
を
迫
っ
た
法
解
釈
論
争
と
と
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も
に
あ
っ
た
と
も

0

0

評
価
で
き
る
。
こ
の
変
更
で
樋
口
は
、「
法
の
科
学
」
と
決
別
し
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
、
日
本
憲
法
学
が
「
哲
学

化
」
に
向
か
う
一
九
八
〇
年
後
期
か
ら
一
九
九
〇
年
前
期
の
時
期
と
と
も
に
あ
っ
た
の
で
あ
）
59
（

る
。

㈡
　
法
解
釈
学
の
認
識
か
ら
「
読
み
替
え
」
に
よ
る
実
践
理
性
へ

　
一
九
七
〇
年
代
後
期
以
降
、
裁
判
官
の
良
心
に
関
す
る
論
文
で
注
目
さ
れ
る
成
果
は
、
団
藤
重
光
『
実
践
の
法
理
と
法
理
の
実
践
』
の

主
に
第
一
部
を
の
ぞ
い
て
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
団
藤
自
身
一
九
七
二
年
の
論
文
「
裁
判
官
の
良
心
」
に
お
い
て
す
で
に
、
戦
後

当
時
か
ら
主
張
を
変
更
し
「
裁
判
官
と
し
て
の
良
心
」
と
「
裁
判
官
と
し
て
も
つ
べ
き
良
心
」
の
区
別
を
導
入
し
た
上
で
、「『
裁
判
官
と

し
て
の
良
心
』
は
、
本
来
の
主
観
的
良
心
を
中
核
に
し
な
が
ら
も
、
客
観
法
の
実
現
と
い
う
客
観
的
要
請
と
の
関
係
で
、
変
容
を
受
け
た

も
の
で
あ
）
60
（

る
」
と
主
張
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
退
官
後
の
一
九
八
六
年
に
編
選
さ
れ
た
本
著
作
は
、
一
九
七
二
年
論
文
を
基
礎
に
展
開
し

た
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
法
解
釈
論
と
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
の
関
係
を
事
実
認
定
に
も
拡
大
し
て
い
）
61
（
る
点
を
除
き
や
は
り
大
き
な
変
更

は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
そ
の
後
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
真
新
し
い
論
説
が
長
谷
部
恭
男
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
が
、
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
樋
口
陽
一
の
法

解
釈
論
に
も
変
化
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
客
観
的
良
心
説
」
に
転
向
を
す
る
。
こ
の
二
つ
の
出
来
事
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
一
度
下
火

な
っ
た
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
が
二
〇
〇
〇
年
代
後
期
に
再
興
を
迎
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
以
降
は
ま
ず
、
樋
口
陽
一
の
転
向
と
そ

の
背
景
を
探
り
（
１
）、
次
に
、
長
谷
部
恭
男
の
成
果
と
二
〇
〇
〇
年
代
後
期
以
降
の
論
争
の
つ
な
が
り
を
確
認
す
る
（
２
）。

1　

樋
口
陽
一
の
転
向
と
憲
法
学
の
哲
学
化

　
樋
口
陽
一
は
、
先
述
の
通
り
、
一
九
七
〇
年
代
前
期
ま
で
い
わ
ゆ
る
「
主
観
的
良
心
説
」
を
採
用
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
際
の
議
論

構
成
の
中
心
に
は
、
法
解
釈
論
の
科
学
的
認
識
と
法
的
「
わ
く
」
の
否
定
が
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
八
〇
年
代
後
期
に
、
樋
口
は
一
転
し
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て
法
解
釈
に
お
け
る
法
的
「
わ
く
」
を
認
め
る
。

　
樋
口
陽
一
は
栗
城
壽
夫
と
の
共
著
『
憲
法
と
裁
判
』
に
お
い
て
、
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ト
ロ
ペ
ー
ル
の
法
解
釈
論
を
批
判
的
に
考
察
す
）
62
（

る
。

ト
ロ
ペ
ー
ル
の
法
解
釈
論
は
大
き
く
区
分
す
る
と
二
部
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
前
半
部
が
狭
義
の
法
解
釈
論
で
、
後
半
部
が
「
法
的
制

約
理
論
」
で
あ
る
。
こ
の
ト
ロ
ペ
ー
ル
の
法
解
釈
理
論
の
全
体
像
に
つ
い
て
、
樋
口
陽
一
は
一
九
八
八
年
に
お
い
て
す
で
に
正
確
か
つ
緻

密
に
把
握
・
分
析
を
し
て
お
り
、
こ
れ
は
非
常
に
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ト
ロ
ペ
ー
ル
が
こ
れ
ら
理
論
の
「
再
利
用
・
再

現
可
能
性
（reproductibilité

）」
を
高
め
て
公
表
す
る
の
が
二
〇
〇
〇
年
前
後
で
あ
り
、
特
に
「
法
的
制
約
理
論
」
が
共
著
と
し
て
公
表

さ
れ
る
の
は
二
〇
〇
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
狭
義
の
法
解
釈
論
に
つ
い
て
、
ト
ロ
ペ
ー
ル
は
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
法
解
釈
が
認
識
行
為
で
は
な
く
て
意
思
行
為

で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、「
有
権
的
解
釈
」
と
「
科
学
的
解
釈
」
の
区
別
に
従
）
63
（
う
。
そ
し
て
、
井
上
達
夫
と
ト
ロ
ペ
ー
ル
の
共
通
す
る
ケ

ル
ゼ
ン
批
判
で
あ
）
64
（
る
「
ケ
ル
ゼ
ン
が
、『
ル
ー
ル
懐
疑
主
義
』
の
問
題
を
『
司
法
的
決
定
の
終
局
性
』
と
い
う
観
点
か
ら
吟
味
す
る
か
た

ち
で
、
確
定
判
決
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
法
だ
け
が
真
の
法
な
の
だ
、
と
い
う
結
論
に
導
く
よ
う
な
見
解
を
説
き
な
が
ら
、
他
方
で
は
、

判
決
の
内
容
を
規
制
す
る
法
的
規
準
が
や
は
り
判
決
に
先
行
し
て
存
在
す
る
と
い
う
見
方
を
捨
て
き
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
）
65
（
と
」
か
ら
、

第
三
に
ト
ロ
ペ
ー
ル
は
規
範
と
条
文
の
区
別
を
す
）
66
（

る
。
こ
れ
ら
三
点
か
ら
、「
規
範
の
適
用
者
は
創
造
者
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、

ト
ロ
ペ
ー
ル
は
、「〈
規
範
は
、
適
用
者
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
創
造
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
適
用
者
に
先
行
し
て
存
在
し
、
彼
を
拘
束
す
る
こ

と
は
あ
り
え
な
）
67
（

い
〉」
と
答
え
る
と
樋
口
は
紹
介
す
る
。
少
な
く
と
も
以
上
の
よ
う
な
ト
ロ
ペ
ー
ル
の
法
解
釈
論
は
「
戦
後
の
い
わ
ゆ
る

法
解
釈
論
争
を
経
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
一
般
的
に
う
け
い
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
樋
口
が
評
価
し
、
樋
口
自
身
が
一
九

七
〇
年
代
一
九
七
〇
年
代
前
期
に
主
張
し
て
い
た
法
解
釈
論
と
共
通
す
る
点
が
非
常
に
多
い
と
い
え
る
。

　
前
期
の
樋
口
法
解
釈
論
と
後
期
の
法
解
釈
論
の
最
大
の
違
い
は
、
ト
ロ
ペ
ー
ル
理
論
の
後
半
部
の
分
析
に
あ
る
。
ま
ず
ト
ロ
ペ
ー
ル
は
、

法
解
釈
の
自
由
は
記
述
的
な
テ
ー
ゼ
で
あ
る
と
主
張
し
、
規
範
的
地
平
で
は
法
解
釈
の
完
全
な
自
由
に
制
限
を
課
す
こ
と
は
不
可
能
だ
と
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説
く
。
一
方
で
、
事
実
的
な
制
約
は
少
な
く
と
も
二
つ
あ
る
と
述
べ
、
第
一
に
原
理
の
選
択
で
あ
り
、
第
二
に
理
由
付
の
構
造
で
あ
る
と

主
張
す
）
68
（

る
。
こ
の
理
論
が
「
法
的
」
な
「
制
約
」
の
理
論
と
呼
ば
れ
る
所
以
は
、
法
秩
序
に
お
け
る
権
限
配
分
の
構
成
に
由
来
す
る
、
強

制
と
区
別
さ
れ
る
因
果
関
係
上
の
事
実
的
な
状
況
を
指
す
こ
と
に
あ
）
69
（
る
。
日
本
に
お
い
て
は
広
中
俊
雄
が
す
で
に
「
わ
く
」
を
論
理
的
無

矛
盾
性
と
し
、
事
実
的
拘
束
と
し
て
説
明
し
て
い
）
70
（
た
。

　
一
方
で
樋
口
陽
一
は
、
こ
の
事
実
上
の
「
わ
く
」
を
「
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
」
へ
と
「
読
み
替
え
」
を
行
う
。
こ
の
「
ゲ
ー
ム
の
ル
ー

ル
」
は
野
坂
泰
司
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
フ
ィ
ッ
シ
ュ
や
フ
ィ
ス
の
理
）
71
（
論
で
あ
る
「
解
釈
共
同
体
」
に
よ
っ
て
権
威
づ
け
ら
れ
る

「
規
律
の
ル
ー
ル
」
と
同
じ
問
題
だ
と
樋
口
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
樋
口
に
よ
る
と
こ
の
「
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
」
こ
そ
、
裁
判
の

非
政
治
性
と
非
権
力
性
を
導
く
の
で
あ
）
72
（
り
、
同
時
に
「
裁
判
官
と
し
て
の
客
観
的
良
心
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
）
73
（
る
」。
こ
の
立
場
に
つ

い
て
、
樋
口
は
長
谷
部
恭
男
の
立
場
と
の
共
鳴
を
表
明
し
て
い
）
74
（
る
。
樋
口
の
鮮
や
か
な
「
読
み
替
え
」
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
規
範
的
な

「
わ
く
」
と
し
て
の
「
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
「
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
」
は
そ
の
意
味
内
容
が
明
ら
か
で
な
い
。

　
こ
の
「
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
」
の
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
は
、
樋
口
陽
一
が
批
判
的
峻
別
論
を
振
り
返
り
、「『
科
学
』
と
『
思
想
』

の
上
位
概
念
と
し
て
『
知）

75
（

』」
を
再
設
定
す
る
知
の
モ
ラ
ル
へ
移
行
す
る
文
脈
に
お
い
て
で
あ
る
。
樋
口
は
、
例
え
ば
、
人
権
に
つ
い
て
、

近
代
法
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
自
分
の
意
思
に
お
け
る
自
己
決
定
と
い
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
）
76
（

た
と
述
べ
る
一
方
で
、
個
人
の
自
己
決
定
を

額
面
通
り
に
受
け
止
め
る
こ
と
は
で
き
ず
「
知
」
を
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
）
77
（
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
知
」
の
抑
制
の
欠
如
に

よ
っ
て
、
意
思
主
義
と
い
う
自
己
決
定
の
形
式
と
し
て
の
人
権
と
不
可
処
分
性
と
い
う
実
体
価
値
と
し
て
の
人
権
が
衝
突
し
、
後
者
の
要

請
を
否
定
す
る
か
ら
で
あ
）
78
（

る
。
ま
た
樋
口
は
、
立
憲
主
義
に
お
け
る
自
由
の
概
念
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
を
主
張
し
て
お
り
、
フ
ェ
ル

マ
ー
や
ホ
ッ
ブ
ス
に
お
い
て
の
「
拘
束
の
欠
如
」
と
し
て
の
自
由
と
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
い
う
「
理
性
的
な
自
己
決
定
」
と
し
て
の
自
由

を
対
峙
さ
）
79
（

せ
、
後
者
こ
そ
が
近
代
的
人
間
像
で
あ
る
と
主
張
す
）
80
（

る
。
こ
の
前
者
の
優
位
と
後
者
の
欠
落
、
樋
口
に
よ
る
言
い
換
え
に
よ
る

と
、「
感
性
的
な
自
由
」
の
優
位
と
「
規
範
創
造
的
な
自
由
」
の
欠
落
は
、
裁
判
所
の
判
決
や
、
そ
れ
を
批
判
す
る
学
説
に
も
当
て
は
ま
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る
と
し
て
、
樋
口
は
こ
れ
ら
の
あ
り
方
を
批
判
す
）
81
（
る
。

　
つ
ま
り
、
一
九
八
〇
年
代
後
期
以
降
の
樋
口
の
法
解
釈
論
は
、「
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
」
で
あ
る
「
理
性
」
を
「
わ
く
」
と
し
た
と
み
る

こ
と
で
き
、
こ
の
様
子
を
愛
敬
浩
二
は
「
実
践
哲
学
の
復
権
に
呼
応
す
る
か
た
ち
で
政
治
哲
学
や
法
哲
学
と
の
対
話
を
通
じ
て
興
隆
し
た

憲
法
哲
）
82
（
学
」
で
自
説
を
体
系
化
し
た
と
評
価
す
る
。

2　

長
谷
部
恭
男
の
「
裁
判
官
（
へ
）
の
理
性
論
」
へ
の
転
向

　
一
九
八
〇
年
代
後
期
は
日
本
憲
法
学
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
点
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
護
憲
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
性

格
が
強
か
っ
た
立
憲
主
義
が
、
政
治
哲
学
や
法
哲
学
と
の
対
話
を
通
じ
て
ソ
フ
ィ
ス
テ
ィ
ケ
ー
ト
な
立
憲
主
義
に
な
っ
て
い
く
黎
明
期
に

あ
た
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
の
分
野
で
は
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
樋
口
陽
一
の
業
績
が
非
常
に
重
要
で

あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
が
、
樋
口
に
並
ん
で
重
要
な
主
張
を
し
た
の
が
長
谷
部
恭
男
で
あ
っ
た
。

　
長
谷
部
は
一
九
八
七
年
に
公
表
さ
れ
た
論
文
に
お
い
て
、
客
観
的
良
心
説
と
主
観
的
良
心
説
の
共
通
の
特
徴
を
整
理
し
、「
裁
判
官
は
、

法
を
そ
れ
以
外
の
も
の
か
ら
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
、
そ
れ
を
、
そ
れ
の
み
を
適
用
す
る
義
務
を
有
す
）
83
（
る
」
こ
と
と
「
裁
判
官

個
人
の
主
観
的
良
心
と
法
の
内
容
が
衝
突
す
る
こ
と
は
、
後
者
の
適
用
を
拒
否
す
る
正
当
な
理
由
と
は
な
ら
な
）
84
（

い
」
こ
と
を
両
説
の
共
通

事
項
と
し
て
挙
げ
た
。
そ
の
上
で
、
ま
ず
、
二
点
目
に
つ
い
て
、
法
が
「
そ
の
内
容
の
如
何
を
問
わ
ず
に
、
行
為
の
理
由
と
な
る
」
内
容

中
立
的
な
性
格
と
、「
他
の
理
由
を
排
除
す
る
」
遮
断
的
性
格
を
も
つ
か
ら
だ
と
論
じ
）
85
（

た
。
そ
し
て
、
長
谷
部
は
一
点
目
を
、
裁
判
所
を

は
じ
め
と
す
る
法
適
用
機
関
を
義
務
づ
け
る
承
認
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
説
明
し
、
さ
ら
に
、「
承
認
の
ル
ー
ル
に
も
と
づ
い
て
当
該
法
秩

序
の
メ
ム
バ
ー
と
し
て
認
定
さ
れ
た
ル
ー
ル
の
適
用
の
み
に
よ
っ
て
は
紛
争
が
解
決
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
裁
判
官
は
、
紛
争
解
決
に
必

要
な
限
り
で
法
を
創
造
す
る
必
要
に
迫
ら
）
86
（

れ
」、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
避
け
が
た
く
生
じ
る
の
は
法
の
開
か
れ
た
構
造
に
よ
る
と
説
明
し

た
）
87
（

。
し
か
し
、
実
際
は
イ
ー
ジ
ー
・
ケ
ー
ス
も
ハ
ー
ド
・
ケ
ー
ス
も
制
度
的
道
徳
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
イ
ー
ジ
ー
・
ケ
ー
ス
の
場
合
は
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こ
の
制
度
的
道
徳
は
ル
ー
ル
の
背
景
に
隠
れ
て
い
る
が
、
ハ
ー
ド
・
ケ
ー
ス
の
場
合
は
ル
ー
ル
の
割
れ
目
か
ら
顔
を
覗
か
せ
）
88
（
る
。
以
上
か

ら
長
谷
部
は
、「
裁
判
官
は
、
法
的
言
明
を
行
う
際
、
個
々
の
法
を
支
え
る
実
質
的
理
由
の
正
当
性
を
、
そ
し
て
究
極
的
に
は
、
承
認
の

ル
ー
ル
を
支
え
る
道
徳
的
議
論
の
正
当
性
を
少
な
く
と
も
信
じ
て
い
る
ふ
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
89
（
い
」
が
「
そ
の
よ
う
な
道
徳
的
主
張

は
、
必
然
的
に
主
観
性
を
伴
う
た
め
、
客
観
的
に
正
し
い
答
え
を
あ
ら
ゆ
る
法
律
上
の
訴
訟
に
つ
い
て
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

の
よ
う
な
法
的
推
論
の
合
理
性
を
限
界
づ
け
る
要
因
の
た
め
、
裁
判
官
の
職
務
は
法
創
造
を
伴
う
こ
と
に
な
る
」
と
結
論
づ
け
た
。
こ
の

論
文
に
お
い
て
長
谷
部
は
、
ハ
ー
ト
の
法
理
論
（
特
に
、
承
認
の
ル
ー
ル
、
一
次
ル
ー
ル
と
二
次
ル
ー
ル
の
区
別
、
法
の
開
か
れ
た
構
造
等
）、
ラ

ズ
の
法
理
論
（
特
に
、
法
の
権
威
性
）、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
の
法
理
論
（
制
度
的
道
徳
論
）
に
よ
っ
て
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
正
解
テ
ー
ゼ
を
批
判

し
な
が
ら
独
自
の
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
を
導
い
た
。

　
こ
の
時
点
で
の
長
谷
部
恭
男
の
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
の
特
徴
は
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
の
合
理
性
限
界
）
90
（
論
の
受
容
と
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
正

解
テ
ー
ゼ
へ
の
批
判
と
い
え
る
。
特
に
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
正
解
テ
ー
ゼ
へ
の
長
谷
部
の
批
判
は
、
一
九
八
六
年
に
発
表
さ
れ
た
「
ハ
ー
ド

ケ
ー
ス
と
裁
判
官
の
良
心
」
に
お
い
て
、
佐
藤
幸
治
の
「
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
教
授
の
議
論
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ
り
、
序
論
で
触
れ
た
よ
う

な
日
本
国
憲
法
第
七
六
条
三
項
に
つ
い
て
の
強
い
客
観
的
良
心
説
を
基
礎
づ
け
る
こ
）
91
（

と
」
は
不
可
能
で
あ
る
、
と
非
常
に
明
確
で
あ
っ
た
。

正
解
テ
ー
ゼ
の
問
題
点
は
長
谷
部
に
よ
る
と
主
に
二
点
あ
り
、「
一
つ
は
、
説
明
さ
れ
る
べ
き
法
規
、
判
例
群
と
の
整
合
性
の
程
度
で
あ

り
、
い
ま
一
つ
は
、
解
釈
の
持
つ
正
当
化
の
力
で
あ
）
92
（
る
」。
前
者
は
、
ベ
イ
ジ
ア
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
基
礎
に
し
て
お
り
、「『
確
率
』
が

信
念
の
合
理
性
の
程
度
を
意
）
93
（
味
」
し
な
い
し
、「
確
率
の
計
算
規
則
が
適
用
不
可
）
94
（
能
」
と
い
う
い
ず
れ
か
の
理
由
で
、
説
明
さ
れ
る
べ
き

法
規
、
判
例
群
と
の
整
合
性
の
程
度
に
つ
い
て
欠
陥
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
価
値
相
対
主
義
に
対
す
る
有
効
な

反
論
が
な
く
そ
の
理
論
に
欠
陥
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
と
指
摘
し
）
95
（

た
。
こ
れ
ら
の
特
徴
に
加
え
て
、
一
九
七
〇
年
代
前
期
に
論
点
の

中
心
で
あ
っ
た
法
と
良
心
の
衝
突
が
起
こ
っ
た
際
の
具
体
的
な
解
決
策
の
提
示
は
先
に
提
示
し
た
長
谷
部
の
主
張
の
通
り
み
ら
れ
ず
、
そ

の
よ
う
な
意
味
で
、
従
来
の
論
点
と
の
連
続
性
の
遮
断
も
こ
の
時
点
で
の
長
谷
部
の
主
張
の
特
徴
と
い
え
る
。
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そ
の
後
、「
裁
判
官
の
良
心
論
」
は
下
火
に
な
る
時
期
を
迎
え
る
が
、
長
谷
部
が
「
転
向
」
論
文
を
発
表
す
る
二
〇
一
二
年
ま
で
に
、

後
期
樋
口
説
が
「『
客
観
的
な
法
秩
序
と
個
人
の
良
心
と
の
葛
藤
』
を
『
解
消
す
る
』
議
論
と
し
て
で
は
な
）
96
（

く
」、「
漫
然
と
法
秩
序
に

従
っ
て
判
断
し
た
こ
と
に
つ
い
て
個
人
的
責
任
を
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
峻
烈
な
帰
）
97
（
結
」
を
示
唆
す
る
と
し
て
批
判
す
る
論
者

が
登
場
す
る
。
そ
れ
が
蟻
川
恒
正
と
小
粥
太
郎
で
あ
っ
た
。
蟻
川
恒
正
は
ア
メ
リ
カ
の
法
思
考
に
お
け
る
「
宗
教
の
私
事
化
＝
公
的
議
論

か
ら
の
宗
教
的
要
素
の
排
除
」
を
問
題
視
す
る
憲
法
理
論
家
の
議
論
に
つ
い
て
三
つ
の
立
場
が
あ
る
と
説
明
す
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
愛

敬
浩
二
は
こ
れ
ら
を
ま
と
め
、「
第
一
は
、
裁
判
官
の
良
心
を
縛
る
の
は
憲
法
で
あ
っ
て
宗
教
で
は
な
い
と
い
う
立
場
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

Ｈ
・
ブ
レ
ナ
ン
判
事
）。
第
二
は
、
裁
判
官
の
良
心
を
縛
る
の
は
憲
法
で
あ
り
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
辞
職
す
べ
き
と
い

う
立
場
で
あ
る
（
ア
ン
ト
ニ
ン
・
ス
カ
リ
ア
判
事
）。
そ
し
て
、
第
三
の
立
場
は
、『
憲
法
と
道
徳
の
二
つ
の
要
請
が
衝
突
す
る
例
外
的
な
場

合
…
…
に
限
っ
て
で
あ
れ
ば
、
個
人
の
道
徳
的
確
信
に
従
う
こ
と
も
、
憲
法
に
従
う
と
し
て
表
明
さ
れ
たcom

m
itm

ent

の
合
理
的
解
釈

の
範
囲
内
と
し
て
許
容
さ
れ
う
る
』
と
す
る
立
場
で
あ
る
（
サ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
ン
ソ
）
98
（
ン
）」
と
示
す
。
蟻
川
は
こ
の
第
三
の
立
場
に
つ

い
て
、「
裁
判
官
は
『
憲
法
に
従
う
』
と
い
う
自
己
の
言
葉
に
拘
束
さ
れ
つ
つ
、
道
徳
規
範
の
命
令
と
憲
法
の
命
令
と
の
調
整
を
自
ら
の

責
任
で
行
う
こ
と
に
な
）
99
（
る
」
と
述
べ
、
そ
こ
で
は
、「
自
己
の
言
葉
に
如
何
に
し
て
責
任
を
と
る
か
に
つ
い
て
の
誠
実
な
葛
藤
が
演
じ
ら

れ
て
い
る
は
ず
で
あ
）
100
（
る
」
と
考
え
た
。
愛
敬
は
、
こ
の
第
三
の
立
場
を
支
持
す
る
蟻
川
の
目
的
を
小
粥
同
様
「
樋
口
陽
一
の
憲
法
学
の
核

心
部
分
を
批
判
す
る
と
こ
ろ
に
あ
）
101
（

る
」
と
指
摘
す
る
。
蟻
川
は
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
に
つ
い
て
も
、
公
務
員
の
「
自
我
の
葛
藤
」
を
憲

法
理
論
の
視
野
か
ら
捨
象
す
る
な
ら
ば
、「
立
憲
主
義
は
い
つ
か
全
る
緊
張
か
ら
解
き
放
た
れ
、
自
ら
の
対
立
物
に
転
化
す
る
危
険
を
持

つ
）
102
（

」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
蟻
川
恒
正
の
主
張
は
一
九
七
〇
年
代
前
期
の
論
点
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。「
漫
然
と
法
秩
序
に
従
っ
て
判
断
し
た
こ
と
に
つ

い
て
個
人
的
責
任
を
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
峻
烈
な
帰
）
103
（

結
」
と
い
う
の
は
蟻
川
の
問
題
意
識
の
一
側
面
で
あ
っ
て
、
蟻
川
に
よ

れ
ば
、「
法
秩
序
に
従
う
こ
と
と
自
己
の
道
徳
的
確
信
に
従
う
こ
と
と
の
間
で
深
刻
な
葛
藤
の
前
に
立
た
さ
れ
た
裁
判
官
に
対
し
て
、
如



法学政治学論究　第138号（2023.9）

106

何
な
る
判
断
を
下
す
の
が
『
憲
法
及
び
法
律
に
の
み
拘
束
さ
れ
る
』
こ
と
に
な
る
の
か
を
自
己
の
「
良
心
」
に
従
っ
て
決
す
る
こ
と
を
命

じ
て
い
る
の
が
、
憲
法
七
六
条
三
項
で
あ
る
。
裁
判
官
が
、
こ
の
意
味
で
の
自
己
の
『
良
心
』
に
聴
く
こ
と
な
く
法
秩
序
に
従
う
な
ら
ば
、

憲
法
七
六
条
三
項
の
要
請
に
反
し
た
こ
と
に
な
）
104
（
る
」。
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
側
面
は
、「
憲
法
七
六
条
三
項
の
要
請
に
従
う
裁
判
官
の
責
任

は
、
裁
判
官
自
身
の
徹
底
し
た
自
己
問
責
に
よ
る
以
外
に
は
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
）
105
（
る
」
と
説
明
さ
れ
る
。
蟻
川
に
よ
る
と
、

こ
の
責
任
を
制
度
化
す
べ
き
で
は
な
い
。
樋
口
陽
一
へ
の
批
判
の
中
に
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
問
題
提
起
を
忘
れ
な
い
完
徹
し
た
態
度

が
垣
間
見
え
る
。
同
様
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
法
政
策
論
的
問
題
提
起
に
対
し
、
法
理
論
の
視
点
か
ら
回
答
し
た
の
が
南
野
森
の
「
特

権
論
」
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
と
論
理
構
造
は
前
期
樋
口
説
と
非
常
に
似
て
い
る
と
前
に
指
摘
し
た
。

　
そ
し
て
二
〇
一
二
年
、
長
谷
部
恭
男
は
「
法
は
実
践
理
性
と
し
て
認
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
）
106
（
い
」
が
、「
実
践
理
性
が
法
に
取
り
込
ま

れ
る
な
ら
ば
、
実
践
理
性
と
は
異
な
る
機
能
、
つ
ま
り
、
権
威
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
法
が
何
か
を
見
極
め

よ
う
と
す
る
と
き
、
市
民
も
裁
判
官
も
、
実
践
理
性
に
頼
る
し
か
な
く
な
）
107
（
る
」
と
述
べ
、
客
観
的
良
心
説
の
成
立
不
可
能
性
を
提
示
し
た

一
九
九
一
年
論
文
か
ら
そ
の
説
を
一
八
〇
度
覆
し
、「
裁
判
官
（
へ
）
の
理
性
）
108
（

論
」
へ
転
向
す
る
の
で
あ
る
。

　
転
向
後
の
長
谷
部
恭
男
の
主
張
は
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
の
核
心
に
迫
る
。
ま
ず
、
憲
法
七
六
条
三
項
の
解
釈
は
「
通
常
の
解
釈
学
説

と
は
レ
ベ
ル
を
異
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
法
外
の
道
徳
の
領
域
に
属
す
る
論
点
で
あ
）
109
（

る
」
と
評
価
し
、
さ
ら
に
主
観
的
良
心
説
と
客
観

的
良
心
説
の
共
通
の
特
徴
を
再
び
振
り
返
り
、「
い
ず
れ
も
が
と
っ
て
い
る
か
に
見
え
る
不
適
切
な
前
提
と
は
、
裁
判
官
は
客
観
的
法
規

範
に
拘
束
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
裁
判
官
個
人
の
良
心
に
従
う
か
の
い
ず
れ
か
（
主
観
的
良
心
説
の
場
合
は
、
そ
の
両
方
）
で
あ
る
と
の

二
分
法
で
あ
）
110
（

る
」
と
整
理
す
る
。
つ
ま
り
、
長
谷
部
の
焦
点
は
法
と
道
徳
の
関
係
に
置
か
れ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
長
谷
部
は
、
そ
の

関
係
を
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
制
度
的
道
徳
論
と
合
理
性
限
界
論
か
ら
、
全
面
的
な
実
践
理
性
へ
拡
大
す
る
こ
と
で
、
判
断
は
主
観
的
で
あ
っ
て

も
、
判
断
の
理
由
付
、
つ
ま
り
、
正
当
化
は
客
観
的
で
あ
る
か
ら
「
客
観
的
な
判
断
で
あ
る
こ
と
を
標
榜
せ
ざ
る
を
え
な
）
111
（

い
」
と
主
張
す

る
。
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こ
の
よ
う
に
、
一
九
八
〇
年
代
後
期
か
ら
再
出
発
し
た
裁
判
官
の
良
心
に
関
す
る
学
説
展
開
の
中
心
に
、
そ
の
再
出
発
を
促
し
た
長
谷

部
恭
男
と
、
そ
の
理
論
に
共
鳴
し
な
が
ら
理
論
内
容
を
変
更
し
た
樋
口
陽
一
が
い
た
こ
と
を
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
で
樋
口
は
、

法
実
証
主
義
的
な
法
解
釈
論
の
「
読
み
替
え
」
を
通
じ
て
、
他
方
で
長
谷
部
は
、
実
践
理
性
の
限
界
を
段
階
的
に
な
く
す
こ
と
で
自
身
の

転
向
を
可
能
に
し
た
。
つ
ま
り
少
な
く
と
も
樋
口
は
、
法
実
証
主
義
へ
の
共
鳴
と
懐
疑
と
い
う
相
反
す
る
二
つ
の
態
度
を
、「
読
み
替

え
」
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
そ
の
後
の
裁
判
官
モ
デ
ル
を
支
え
る
理
性
へ
翻
訳
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
転
向
に
は
斬
新
さ
と
と
も
に
葛
藤

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
一
連
の
展
開
の
内
容
的
特
徴
は
、「
裁
判
官
と
し
て
の
良
心
」
と
「
裁
判
官
と
し
て
も
つ
べ
き

良
心
」
の
区
別
が
共
有
さ
れ
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
問
題
が
中
心
に
あ
っ
た
一
九
七
〇
年
代
の
論
争
と
の
連
続
性
の
遮
断
に
あ
り
、
理
性

主
義
的
な
裁
判
官
像
の
作
出
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
論
点
の
外
在
化
を
意
味
す
る
。
こ
の
裁
判
官
モ
デ
ル
は
も
は
や
、「
裁
判
官
と
し

て
の
良
心
」
で
は
な
く
「
裁
判
官
と
し
て
も
つ
べ
き
良
心
」
と
い
え
る
の
で
、
や
は
り
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
か
ら
「
裁
判
官
（
へ
）
の

理
性
論
」
へ
の
「
読
み
替
え
」
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
　「
裁
判
官
（
へ
）
の
理
性
論
」
か
ら
み
る
法
学
方
法
論
と
実
定
法
学
の
間
の

　
緊
張
関
係

　
こ
れ
ま
で
時
系
列
順
に
、
そ
し
て
、
論
者
別
に
、
日
本
憲
法
学
に
お
け
る
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
を
辿
っ
て
き
た
。
そ
の
分
析
か
ら
得

る
こ
と
が
で
き
た
暫
定
的
な
結
論
は
、
一
九
七
〇
年
代
前
期
ま
で
と
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
の
裁
判
官
の
良
心
を
め
ぐ
る
主
張
の
間
に

は
一
定
の
遮
断
が
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
、「
読
み
替
え
」
と
い
う
方
法
が
樋
口
陽
一
と
長
谷
部
恭
男
に
よ
っ
て
好
意
的
に
用
い
ら
れ
、

理
性
主
義
的
な
裁
判
官
像
の
作
出
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
規
範
論
は
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
論
点
を
外
在
化
さ
せ
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
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こ
の
よ
う
な
流
れ
に
対
し
て
の
南
野
森
の
い
わ
ゆ
る
「
特
権
説
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
傾
向
と
は
対
偶
関
係
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
特

権
説
」
は
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
論
点
を
内
在
さ
せ
る
た
め
に
、
記
述
的
裁
判
官
モ
デ
ル
を
主
張
し
た
こ
と
に
お
い
て
、
根
本
的
に
批
判

的
か
つ
斬
新
な
回
帰
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
第
三
部
で
は
記
述
的
裁
判
官
モ
デ
ル
と
理
性
的
裁
判
官
モ
デ
ル
の
法
理
論
的
基
礎
を

比
較
し
、
そ
の
背
景
に
あ
る
日
本
憲
法
学
で
の
法
実
証
主
義
の
捉
え
方
の
変
化
を
探
り
（
㈠
）、
そ
の
変
化
が
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
に

も
た
ら
し
た
自
律
的
「
裁
判
官
（
へ
）
の
理
性
論
」
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
（
㈡
）。

㈠
　
記
述
的
裁
判
官
モ
デ
ル
か
ら
規
範
的
裁
判
官
モ
デ
ル
へ

　
ま
ず
、
こ
こ
で
の
論
点
は
法
実
証
主
義
と
実
定
法
主
義
の
峻
別
に
関
わ
る
。
よ
っ
て
、
法
実
証
主
義
の
意
味
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

法
実
証
主
義
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
意
味
が
あ
る
。
第
一
に
、
法
学
方
法
論
上
の
意
味
で
あ
り
、「
実
際
に
証
明
す
る
」
こ
と
を
意
味

す
る
法
学
を
行
う
態
度
と
し
て
の
「
実
証
」
で
あ
る
。
こ
の
立
場
に
立
つ
と
、
内
的
視
点
と
外
的
視
点
は
区
別
さ
れ
る
が
、
必
ず
し
も

0

0

0

0

法

学
か
ら
道
徳
を
排
除
し
な
）
112
（

い
。
第
二
の
意
味
が
、
理
論
で
あ
り
、
法
的
現
象
を
国
家
の
規
範
創
設
過
程
に
み
な
す
。「
一
般
国
家
理
論
」

と
呼
ば
れ
る
理
論
で
あ
る
。
第
三
は
、
リ
ー
ガ
リ
ズ
ム
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
）
113
（

ー
で
あ
り
、
法
の
確
定
的
な
意
味
に
よ
っ
て
法
の
支
配
を
可

能
に
す
る
「
近
代
的
社
会
秩
序
の
公
式
な
モ
デ
ル
」
を
指
）
114
（
す
。
こ
こ
で
は
法
学
方
法
論
に
論
点
が
あ
る
の
で
、
第
一
の
意
味
で
あ
る
。

　
こ
の
定
義
に
従
っ
て
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
る
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
に
内
在
す
る
裁
判
官
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、「
確
証
可
能
性
」

は
あ
る
が
、「
即
答
性
」
が
担
保
さ
れ
て
い
な
い
記
述
的
法
実
証
主
義
の
裁
判
官
モ
デ
ル
（
1
）
と
、「
即
答
性
」
に
つ
い
て
の
法
実
証
主

義
の
課
題
を
「
実
定
法
主
義
」
へ
の
「
読
み
替
え
」
か
ら
克
服
し
た
規
範
的
裁
判
官
モ
デ
ル
を
比
較
す
る
（
2
）。

1　
「
確
証
可
能
性
」
を
中
心
に
据
え
る
記
述
的
裁
判
官
モ
デ
ル

　
記
述
的
裁
判
官
モ
デ
ル
は
一
九
七
〇
年
代
前
期
に
は
樋
口
陽
一
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
に
は
南
野
森
に
よ
っ
て
再
提
示
さ
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れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
は
大
筋
で
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
前
期
の
樋
口
説
に
つ
い
て
は
す
で
に

確
認
済
み
で
あ
る
の
で
再
度
の
分
析
は
し
な
い
が
、
二
つ
の
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
の
合
致
は
共
通
の
法
認
識
論
を
持
つ
こ
と
に
起
因
す

る
。

　
ま
ず
、
南
野
森
に
よ
る
と
「
良
心
」
は
、「
解
釈
方
法
論
上
の
認
識
に
基
）
115
（
づ
」
き
、「
裁
判
官
が
有
す
る
個
人
的
な
良
心
で
あ
っ
て
、
主

観
的
な
良
心
に
ほ
か
な
ら
な
）
116
（

い
」。
そ
し
て
、
南
野
は
「
同
項
が
特
権
と
し
て
裁
判
官
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
彼
」、
ま

た
は
、
彼
女
「
が
裁
判
官
で
あ
る
か
ら
な
の
で
あ
っ
て
、
主
観
的
な
良
心
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
裁
判
の
場
に
お
け
る
裁
判
官
と
し
て
の

良
心
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
）
117
（

る
」
と
述
べ
、
こ
の
主
張
に
お
い
て
裁
判
の
職
務
内
／
外
の
区
別
と
、「
裁
判
＝
判
決
文
」
の
二
つ
の
定

式
が
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
主
張
が
法
政
策
的
問
題
提
起
に
も
関
連
す
る
こ
と
は
明
確
で
、
つ
ま
り
、
一
九
七
〇
年
代
前
期
に

熊
本
地
裁
判
事
補
宮
本
康
昭
の
再
任
拒
否
事
件
と
石
井
長
官
発
言
で
問
題
に
な
っ
て
い
た
判
決
文
に
表
明
さ
れ
う
る
職
務
内
の
内
心
の
自

由
と
職
務
外
の
内
心
の
自
由
の
表
明
行
為
の
間
に
一
定
の
関
係
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
に
発
端
が
あ
る
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
前
者
は
特
権
と
し
て
自
律
的
で
あ
り
、
外
部
か
ら
の
介
入
を
許
さ
な
い
と
保
護
す
る
こ
と
で
、
後
者
も
憲
法
一
九
条
の
良
心
の

自
由
と
し
て
同
じ
く
自
律
的
な
権
利
と
し
て
保
護
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
者
の
関
係
を
断
絶
す
る
試
み
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
つ
ま
り
、
論
点
の
み
を
整
理
す
る
と
、
言
語
学
的
転
回
と
共
鳴
す
る
「
倫
理
的
非
認
知
主
義
（N

on-cognitivism
e éthique ou 

ém
otivi

）
118
（ste

）」
に
立
つ
ケ
ル
ゼ
ン
や
ロ
ス
に
影
響
を
受
け
た
ト
ロ
ペ
ー
ル
の
法
理
論
を
援
用
し
、
こ
の
モ
デ
ル
は
「
判
決
理
由
に
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
実
際
の
裁
判
官
が
経
た
思
考
過
程
で
は
な
い
。
判
決
の
決
定
に
ど
の
よ
う
に
至
っ
た
か
と
い
う
問
い
は
法
理
学
の
領
域

に
属
す
問
題
で
は
な
く
、
行
動
科
学
の
扱
う
問
い
で
あ
）
119
（

る
」
と
み
る
こ
と
で
、
正
当
化
の
文
脈
（
つ
ま
り
、
判
決
の
理
由
付
）
の
み
に
注
目

す
）
120
（
る
こ
と
を
正
統
化
し
、
職
務
の
内
外
を
区
別
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ど
ち
ら
も
自
律
的
性
格
を
見
出
し
、
両
者
の
関
係
を
断
絶
し
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
法
認
識
論
は
樋
口
陽
一
が
一
九
八
〇
年
代
よ
り
以
前
に
論
じ
て
い
た
批
判
的
峻
別
）
121
（

論
と
「
裁
判
官
の
良
心
）
122
（

論
」

に
も
共
通
し
て
い
た
。
こ
の
法
認
識
論
か
ら
導
く
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
の
結
論
に
注
目
す
る
と
、
こ
の
モ
デ
ル
は
「
良
心
と
法
の
衝
突
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と
な
り
う
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
そ
の
手
前
の
と
こ
ろ
で
処
理
し
よ
う
と
す
る
知
）
123
（
恵
」
そ
の
も
の
な
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
突
き
詰
め
る
と
、

良
心
と
法
は
衝
突
し
な
い
と
も
指
摘
で
）
124
（

き
、
そ
の
代
わ
り
に
法
創
造
以
前
の
段
階
に
お
い
て
価
値
同
士
の
衝
突
が
存
在
す
る
の
で
あ
）
125
（

る
。

　
こ
の
モ
デ
ル
の
基
底
に
明
確
な
記
述
的
法
実
証
主
義
の
特
徴
は
、
価
値
判
断
を
回
避
す
る
（
ま
た
は
、
記
述
す
る
）
点
以
外
に
も
、
再

現
可
能
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
点
に
も
あ
る
。
倫
理
的
非
認
知
主
義
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
狭
義
の
相
対
主
義
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
価
値

に
関
す
る
見
解
が
当
然
に
諸
個
人
の
間
に
多
様
で
あ
る
（
換
言
す
る
と
諸
個
人
に
固
有
で
あ
る
の
で
記
述
的
論
証
に
専
念
す
る
）
こ
と
を
認
め
る

が
、
そ
の
一
方
、
論
理
的
・
認
識
論
的
地
位
が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
与
え
ら
れ
た
あ
る
判
断
の
真
理
性
を
確
証
す
る
手
続
・

方
法
が
少
な
く
と
も
原
理
上
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
確
証
可
能
）
126
（

性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
に
は
理
論
的
説
明
以
外

に
も
経
験
的
説
明
も
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
例
え
ば
、
ト
ロ
ペ
ー
ル
が
先
導
し
て
そ
の
弟
子
に
引
き
継
が
れ
な
が
ら
発
展
を
続
け
て
い
る

ナ
ン
テ
ー
ル
学
派
は
、
確
証
可
能
性
に
由
来
す
る
再
現
可
能
性
こ
そ
に
そ
の
発
展
の
理
由
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
）
127
（
る
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
種
の
法
実
証
主
義
が
倫
理
的
非
認
知
主
義
に
コ
ミ
ッ
ト
し
続
け
る
先
に
「
正
解
」
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
す

ぐ
れ
て
人
間
的
な
企
て
の
本
）
128
（

質
」
を
理
念
に
共
有
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
認
識
論
上
の
理
念
は
、
憲
法
と
い
う
実
定
法
を
素
材

に
し
、
即
答
性
を
一
課
題
に
す
る
憲
法
学
に
と
っ
て
、
合
理
的
に
必
要
と
常
に
判
断
で
き
な
い
と
も
い
え
る
。

2　
「
合
理
的
必
要
性
」
に
支
え
ら
れ
た
規
範
的
裁
判
官
モ
デ
ル

　
一
九
九
〇
年
代
前
期
の
樋
口
陽
一
を
代
表
す
る
出
来
事
と
し
て
、
法
学
方
法
論
の
観
点
か
ら
「
批
判
的
峻
別
論
」
か
ら
「
知
の
モ
ラ

ル
」
へ
の
転
向
が
あ
り
、
そ
の
結
果
は
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
に
も
波
及
し
て
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
か
ら
「
裁
判
官
（
へ
）
の
理
性

論
」
へ
の
「
読
み
替
え
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
長
谷
部
恭
男
に
つ
い
て
も
、
七
六
条
三
項
の
解
釈
の
特
殊

性
は
法
外
の
道
徳
の
領
域
に
属
す
る
こ
と
に
あ
り
、
実
践
理
性
を
そ
の
解
釈
論
に
読
み
込
ん
だ
こ
と
は
同
様
に
す
で
に
指
摘
し
た
。
こ
こ

で
は
こ
の
共
通
点
の
根
底
に
、
こ
の
二
人
の
論
者
も
法
学
方
法
論
的
共
通
点
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
そ
れ
が
、
法
実
証
主
義
へ
の
決
別
と
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実
定
法
主
義
へ
の
「
読
み
替
え
」
で
あ
る
。
法
実
証
主
義
の
意
味
は
先
に
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
実
定
法
主
義
の
意
味

を
確
認
す
る
。

　
実
定
法
主
義
と
は
「
実
定
法
を
対
象
と
し
、
そ
の
規
範
的
意
味
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
法
解
釈
学
ま
た
は
解
釈
法
学
で
あ
り
、
法

解
釈
学
ま
た
は
解
釈
法
学
は
実
定
法
を
唯
一
の
対
象
と
す
）
129
（
る
」
法
学
方
法
論
を
意
味
す
る
。

　
二
人
の
論
者
が
、「
理
性
」
を
主
張
し
て
い
く
背
景
に
は
、
先
ほ
ど
指
摘
し
た
よ
う
な
即
答
性
に
答
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
と
い
う
法

実
証
主
義
方
法
論
の
問
題
点
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
樋
口
陽
一
が
一
九
七
〇
年
代
前
期
の
説
を
覆
し
、
一
九
八
〇
年
年
代
後
期
以
降
に
「
理

性
」
を
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
主
張
す
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
、
職
業
倫
理
や
「
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
」
の
遵
守
を
裁
判
官
に
求
め
る
よ
う
に

な
っ
た
背
景
に
は
、「
不
再
任
問
題
ほ
ど
衝
撃
的
で
は
な
い
に
し
て
も
、
い
く
つ
か
の
特
徴
的
な
事
態
が
進
行
し
）
130
（
て
」
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
第
一
は
、
最
高
裁
が
機
会
を
捉
え
て
憲
法
判
断
を
積
極
的
に
行
う
姿
勢
で
あ
）
131
（
る
。
第
二
は
、
司
法
権
の
独
立
に
関
わ
る
論
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
本
来
の
建
前
で
あ
れ
ば
、
司
法
行
政
は
対
等
な
同
僚
で
構
成
さ
れ
る
裁
判
官
会
議
の
合
議
で
運
用
さ
れ
、
長
官
・
所
長
は
、
本

質
に
は
、
合
議
体
の
議
長
に
す
ぎ
な
い
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
二
年
一
月
に
「
参
与
判
事
補
」
制
度
の
構
想
が
発
表
、
同
年
四
月
に

は
「
代
行
判
事
補
」
制
度
が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
を
担
当
す
る
裁
判
官
一
人
一
人
の
職
権
の
独
立
が
、
指
導
・
被
指
導
の
制
度

的
関
係
の
創
設
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
た
の
で
あ
）
132
（

る
。
こ
の
事
態
を
樋
口
は
、
そ
れ
以
前
の
石
田
長
官
発
言
と
宮
本
判
事
不
再
任
事
件
の
延

長
線
上
に
あ
る
と
捉
え
、
石
田
長
官
発
言
は
「
判
決
の
た
ど
っ
た
論
理
よ
り
は
裁
判
官
の
内
奥
の
思
）
133
（
想
」
を
問
題
に
す
る
の
で
あ
り
、

「
長
官
の
論
理
そ
の
も
の
が
司
法
の
問
題
を
政
治
の
渦
中
に
投
げ
こ
ん
）
134
（

だ
」
政
治
的
裁
判
官
像
を
表
し
て
い
る
と
捉
え
た
。
そ
し
て
、
日

本
の
司
法
の
将
来
に
と
っ
て
何
が
一
番
大
切
か
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
、
伝
統
的
な
専
門
合
理
的
・
自
律
的
な
裁
判
官
像
に
立
ち
返
る
こ

と
を
要
望
し
た
の
で
あ
っ
）
135
（
た
。
こ
の
場
面
に
お
い
て
法
実
証
主
義
は
即
時
の
対
応
策
を
用
意
で
き
な
い
。
次
に
、
長
谷
部
恭
男
が
「
実
践

理
性
へ
戻
れ

0

0

」
）
136
（

と
主
張
し
た
の
は
、
安
保
関
連
法
制
が
そ
も
そ
も
立
法
の
必
要
性
・
合
理
性
を
欠
い
て
お
り
、
憲
法
九
条
に
つ
い
て
は
文

字
通
り
に
権
威
と
し
て
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
理
性
的
な
法
解
釈
を
通
じ
て
判
断
を
す
る
こ
と
を
促
す
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
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の
意
図
は
、「
自
ら
の
実
践
理
性
に
立
ち
戻
っ
て
、
何
が
な
す
べ
き
行
動
か
を
自
分
自
身
で
判
断
す
る
こ
）
137
（
と
」
の
対
偶
の
状
況
で
あ
っ
た

「
二
〇
一
四
年
七
月
の
閣
議
決
定
は
、﹇
…
﹈
長
年
に
わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
、
多
く
の
専
門
家
の
知
恵
と
熟
議
の
積
み
重
ね
を
経
て
紡
ぎ
出

さ
れ
て
き
た
確
率
し
た
憲
法
解
釈
を
無
視
す
）
138
（
る
」
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
場
面
で
は
や
は
り
、
法
実
証
主
義
は
即
時

の
対
応
策
を
用
意
で
き
な
い
と
い
え
る
。

　
規
範
的
裁
判
官
モ
デ
ル
の
考
察
の
最
後
に
、
理
性
の
意
味
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
長
谷
部
恭
男
に
よ
る
と
、
自
身
が
用
い
る
「
道

徳
」
は
「
実
践
的
理
性
」
を
指
し
、「
人
が
い
か
に
生
き
る
か
に
あ
た
っ
て
求
め
ら
れ
る
」
理
性
で
あ
）
139
（
り
、
理
論
理
性
で
も
因
果
関
係
の

説
明
で
も
な
い
理
性
で
あ
）
140
（

る
。
そ
し
て
、
長
谷
部
は
「
こ
の
道
徳
に
関
す
る
判
断
は
、
各
人
が
判
断
す
る
と
い
う
意
味
で
は
主
観
的
判
断

で
あ
り
、
人
に
よ
っ
て
異
な
り
う
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
人
と
し
て
そ
う
行
動
す
べ
き
か
否
か
と
い
う
普
遍
的
・
客
観
的
平
面
で
の
判
断

で
あ
り
、
そ
の
理
由
づ
け
は
一
般
的
な
説
得
力
を
持
つ
こ
と
を
要
請
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
客
観
的
な
判
断
で
あ
る
こ
と
を
標
榜
せ

ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
、
た
と
え
他
者
と
は
異
な
る
判
断
で
あ
る
と
し
て
も
、
人
は
こ
の
判
断
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
）
141
（
い
」
と
主

張
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
長
谷
部
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
発
見
文
脈
に
お
け
る
正
当
化
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
、
亀
本
洋

が
「
実
践
哲
学
の
中
心
的
課
題
は
、
実
践
的
議
論
の
構
造
と
そ
の
合
理
性
の
解
）
142
（
明
」
で
あ
る
と
示
す
よ
う
に
、
実
践
哲
学
が
解
明
を
目
指

し
て
い
た
の
は
評
価
の
要
素
を
認
め
ず
に
合
理
性
を
探
究
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
法
的
判
断
の
正
当
化
の
文
脈
に
お
い
て
評
価
の
要
素
を

認
め
た
上
で
、
そ
の
合
理
性
を
探
究
す
る
こ
）
143
（
と
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ま
で
、
樋
口
陽
一
や
長
谷
部
恭
男
の
主
張
に
お
い
て
み
ら
れ
る
確
証
不
可
能
な
理
性
を
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
合
理
的
必
要
性
で

支
え
る
「
非
実
証
主
義
・
実
定
法
主
義
」
的
方
法
論
を
こ
こ
で
問
題
に
し
た
が
、
も
う
一
点
、
逆
説
的
に
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
意
味
の

法
実
証
主
義
と
実
定
法
主
義
が
接
近
し
た
こ
と
も
問
題
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
法
学
者
の
立
場
と
裁
判
官
の
立
場
が
同
視
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
疑
問
が
つ
き
ま
と
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
接
近
し
た
ど
ち
ら
の
考
え
方
も
「
道
徳
的
理
由
か
ら
法
へ
の
服
従
を
求
め
る

こ
）
144
（
と
」
で
、
一
定
の
価
値
体
系
か
ら
成
る
法
は
法
の
支
配
を
可
能
に
す
る
。
そ
の
違
い
は
、「
そ
の
道
徳
的
理
由
に
よ
る
価
値
判
断
が
理
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性
的
だ
か
ら
、
受
容
す
る
側
が
理
性
的
だ
と
い
う
前
提
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
」
の
で
あ
る
か
、「
一
論
者
の
価
値
判
断
に
よ
っ
て
確
定

さ
せ
た
法
解
釈
に
服
従
す
る
可
能
性
が
あ
る

0

0

0

0

0

0

」
か
に
あ
る
。

㈡
　
自
律
的
な
「
裁
判
官
（
へ
）
の
理
性
論
」
の
結
末

　
最
後
に
、「
裁
判
官
（
へ
）
の
理
性
論
」
が
二
つ
の
意
味
で
自
律
的
で
あ
る
と
指
摘
し
、
そ
の
結
末
に
問
題
を
再
提
起
し
て
本
稿
を
締

め
括
る
。
問
題
は
、
裁
判
官
へ
の
理
性
と
「
裁
判
官
（
へ
）
の
理
性
論
」
が
ど
ち
ら
も
自
律
的
で
あ
る
こ
と
に
内
在
す
る
。

　
ま
ず
、
長
谷
部
恭
男
は
、
法
と
道
徳
の
関
係
に
つ
い
て
、「
法
と
道
徳
と
が
本
来
、
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
し
か
も
人
間
で
あ
る
以

上
は
、
裁
判
官
を
典
型
と
す
る
法
執
行
機
関
も
道
徳
的
判
断
を
避
け
て
は
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
と
す
る
と
、
道
徳
的
判
断
を
離
れ

て
何
が
法
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
）
145
（

か
」
と
述
べ
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
解
釈
理
論
か
ら
「
何
が
当
該
社
会

に
お
け
る
法
で
あ
る
か
が
、
法
秩
序
全
体
を
正
当
化
す
る
理
由
付
の
体
系
と
不
可
分
な
形
で
し
か
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
法
に
権
威
を
認
め
る
余
地
は
な
い
は
ず
で
）
146
（

あ
」
る
と
主
張
す
る
。

　
他
方
、
樋
口
陽
一
は
、「『
近
代
的
思
惟
』
に
地
点
に
も
う
い
ち
ど
身
を
お
い
て
み
る
こ
）
147
（
と
」
か
ら
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
的
な
自
由
で
あ

る
「
理
性
的
な
自
己
決
定
の
能
力
」
に
支
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
）
148
（

る
。
樋
口
は
さ
ら
に
、「『
近
代
』
を
疑
う
時
局
的
背
景
の
も

と
で
、
自
覚
的
に
『
理
性
』
や
『
意
思
の
自
由
』
か
ら
離
れ
た
『
脱
道
徳
』
の
主
張
が
出
さ
れ
て
い
）
149
（
る
」
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
で
ハ
ー

バ
ー
マ
ス
の
「『
憲
法
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ス
ム
ス
』
は
、
い
っ
そ
う
批
判
理
論
と
し
て
の
性
格
を
強
く
持
つ
は
）
150
（

ず
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
を
通
じ
て
、「
合
理
的
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
主
張
は
『
強
制
な
き
強
制
力
』

―
わ
か
り

や
す
く
い
い
か
え
る
と
、『
根
拠
づ
け
以
外
の
外
部
介
入
な
き
、
主
張
の
説
得
）
151
（
力
』」
を
導
く
。
こ
の
「
理
性
」
が
法
解
釈
を
支
え
る
と
、

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
と
同
様
、
法
に
権
威
は
認
め
ら
れ
な
）
152
（

い
。

　
こ
の
よ
う
に
法
に
権
威
性
を
認
め
な
い
理
性
主
義
に
立
つ
と
、
第
一
に
、
法
学
研
究
者
と
裁
判
官
の
区
別
、
つ
ま
り
、
内
的
視
点
と
外



法学政治学論究　第138号（2023.9）

114

的
視
点
の
区
別
を
採
用
せ
ず
、
第
二
に
、
ま
た
そ
の
結
末
と
し
て
、
理
性
な
る
も
の
は
法
を
、
さ
ら
に
は
法
学
を
拘
束
す
る
。
そ
し
て
、

第
三
に
法
と
法
学
を
自
律
化
す
る
の
で
あ
る
。

　
法
が
自
律
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
長
谷
部
恭
男
は
「
大
部
分
の
場
合
に
問
題
の
解
決
に
明
白
に
失
敗
し
て
い
る
政
府
は
、

も
は
や
人
民
の
信
頼
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
政
府
と
し
て
の
正
統
性
を
失
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
法
に
従
う
理
由
の
有
無
を
論

ず
る
実
益
も
な
い
だ
ろ
）
153
（
う
」
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
。
こ
の
理
性
的
な
世
界
で
の
法
は
、
理
性
に
一
致
し
た
も
の
の
み
が
法
で
あ
り
、

仮
に
法
と
呼
ば
れ
る
が
理
性
に
一
致
し
な
い
法
を
想
定
し
て
も
、
そ
れ
は
法
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
、
法
と
は
何
か

に
つ
い
て
確
定
的
な
回
答
が
さ
れ
て
、
実
質
的
に
自
律
的
な
ル
ー
ル
体
系
が
成
立
し
て
い
）
154
（

る
。

　
ま
た
、
法
学
が
自
律
的
で
あ
る
と
の
結
末
は
、
一
方
で
、
法
学
方
法
論
と
、
他
方
で
、
論
理
構
造
の
ど
ち
ら
も
自
律
的
で
あ
る
が
故
に

成
立
す
る
。
ま
ず
、
法
学
方
法
論
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
自
律
的
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
法

学
方
法
論
を
あ
る
論
考
に
お
い
て
設
定
し
た
場
合
、
論
者
は
そ
の
法
学
方
法
論
に
沿
う
形
で
論
考
を
展
開
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
方
法
論
は
あ
る
論
考
に
お
い
て
あ
る
意
味
で
「
評
価
基
準
」
と
な
り
、
論
理
構
造
等
の
評
価
を
可
能
に
す
る
。
つ
ま
り
法
学
方
法
論

は
、
あ
る
論
者
を
そ
の
論
考
内
で
規
範
的
に
拘
束
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
長
谷
部
恭
男
や
後
期
樋
口
陽
一
は
、
自
律
的
な
理
性
を
本
来

自
律
的
な
法
学
方
法
論
の
基
盤
に
も
位
置
さ
せ
る
。

　
次
に
論
理
構
造
に
つ
い
て
、
特
に
長
谷
部
恭
男
の
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
は
自
律
的
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。
長
谷
部
は
『
憲
法
の
円

環
』
に
お
い
て
、「
裁
判
官
（
へ
）
の
理
性
論
」
を
展
開
し
た
。
愛
敬
浩
二
は
こ
の
『
憲
法
の
円
環
』
の
論
理
構
造
を
分
析
し
て
、「
第
Ⅰ

部
で
の
法
哲
学
的
・
法
思
想
的
な
思
索
が
、
第
Ⅱ
部
・
第
Ⅲ
部
で
の
具
体
的
考
察
の
理
論
的
基
盤
を
提
供
す
る
一
方
、
第
Ⅱ
部
・
第
Ⅲ
部

で
の
考
察
の
結
果
が
、
第
Ⅰ
部
で
の
思
索
の
意
義
を
論
証
す
）
155
（
る
」
と
述
べ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
第
Ⅰ
部
で
長
谷
部
は
、
主
に
実
践
理

性
の
理
解
方
法
と
そ
の
役
割
を
説
明
す
る
。
つ
ま
り
、
実
践
理
性
に
つ
い
て
の
考
察
が
「
裁
判
官
（
へ
）
の
理
性
論
」
で
の
理
論
基
盤
と

な
り
、「
裁
判
官
（
へ
）
の
理
性
論
」
が
実
践
理
性
の
意
義
を
論
証
す
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
理
性
が
理
論
的
基
盤
を
支
え
、「
裁
判
官
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の
良
心
論
」
が
理
性
の
意
義
を
論
証
す
る
様
子
は
後
期
樋
口
陽
一
の
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
に
も
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
論

証
方
法
は
、
実
際
は
憲
法
学
の
論
者
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
例
え
ば
、
立
憲
主
義
の
論
証
作
法
の
典
型
に
も
同
様
の
問
題
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
栗
島
智
明
に
よ
る
と
そ
の
議
論
の
多
く
は

次
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
）
156
（

る
。

①
〈
日
本
国
憲
法
は
近
代
立
憲
主
義
を
原
理
と
し
て
採
用
し
て
い
る
〉

↓
②
〈
近
代
立
憲
主
義
は
、
〇
〇
を
内
実
と
す
る
〉

↓
③
〈
×
×
の
よ
う
な
憲
法
改
正
／
法
改
正
は
、
〇
〇
を
内
実
と
す
る
近
代
立
憲
主
義
に
反
す
る
〉

↓
④
〈
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
同
時
に
日
本
国
憲
法
に
も
違
反
す
る
（
＝
現
行
憲
法
上
認
め
ら
れ
な
い
）〉

　
そ
し
て
、
こ
の
定
式
の
④
の
理
由
を
問
う
と
、
①
に
再
帰
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
栗
島
が
「
論
点
先
取
の
疑
い
が
あ
る
」
と
指
摘

す
る
こ
の
論
理
構
）
157
（
造
は
、「
円
環
の
疑
い
が
あ
る
」
と
も
評
価
で
き
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
の
論
理
構
造
は
自
律
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま

と
め
る
と
、
理
性
が
法
学
方
法
論
を
支
え
、
論
理
構
造
が
自
律
的
で
あ
る
場
合
、
芋
づ
る
式
に
法
学
自
体
が
自
律
化
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
考
察
か
ら
導
か
れ
る
結
果
に
は
矛
盾
が
認
め
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
実
世
界
に
お
い
て
は
法
と
法
学
は
個
別
に
自
律
化
さ

れ
区
別
さ
れ
る
が
、
実
践
理
性
に
従
う
と
、
内
的
視
点
と
外
的
視
点
の
区
別
が
な
い
の
で
、
法
と
法
学
の
区
別
も
存
在
し
な
い
。
す
る
と
、

例
え
ば
「
知
の
モ
ラ
ル
」
は
、
法
学
の
方
法
論
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に
規
範
的
裁
判
官
モ
デ
ル
と
の
基
礎
と
し
て
裁
判
官
を
も
拘
束
す
る

と
い
え
、（
現
実
に
は
、
法
と
法
学
は
）
区
別
が
さ
れ
な
が
ら
（
理
性
的
な
世
界
で
、
法
と
法
学
は
）
区
別
が
必
要
な
い
と
い
う
矛
盾
す
る
状
況

を
生
み
出
し
て
い
る
。

　
や
は
り
、
実
証
不
可
能
で
自
律
的
な
理
性
は
多
数
の
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
第
一
の
疑
問
は
、「
理
性
」
と
は
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「
合
理
的
必
要
性
」
の
こ
と
を
実
際
は
指
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
指
摘
は
、
第
一
の
指
摘
へ
の
回

答
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
魅
力
的
な
「
理
性
」
に
代
わ
っ
て
、「
正
当
化
」
が
実
証
的
に
解
明
さ
れ
る
こ
と
で
異
な
る
意
味
で
の
「
合
理

性
」
も
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
実
定
法
主
義
に
お
い
て
、
即
答
性
に
由
来
す
る
「
合
理
的
必
要

性
」
に
は
「
小
休
止
」
が
必
要
と
考
え
る
の
も
理
に
適
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

四
　
む
す
び
に
か
え
て

㈠
　
問
い
へ
の
回
答

　
対
話
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
。
こ
れ
が
本
稿
の
結
論
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
戦
後
日
本
憲
法
学
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
を
通
じ
て
、
そ
の
規
範
哲
学
的
基
礎
を
獲
得
す
る
背
景

と
具
体
的
理
論
内
容
を
批
判
的
に
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
実
定
法
学
が
実
証
的
に
研
究
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
た
潮
流
を
遡
っ
た
上
で
得
ら

れ
た
結
論
は
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
問
題
の
解
決
に
日
々
直
面
し
な
が
ら
理
論
的
基
礎
を
提
示
す
る
と
い
う
二
つ
の
課
題
の
緊
張
関
係

の
上
に
現
在
の
日
本
憲
法
学
（
の
一
潮
流
）
が
成
立
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
少
な
か
ら
ず
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ

ク
な
問
題
解
決
の
解
決
が
急
が
れ
る
際
に
認
識
論
上
の
理
念
を
振
り
か
ざ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、「
護
憲
」
の
価
値
の
上
に
成
立
し
た
憲
法

学
の
意
味
が
相
対
化
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
求
め
ら
れ
て
い
る
即
答
性
は
、
井

上
達
夫
の
言
葉
を
拝
借
す
る
と
、「
あ
る
答
案
が
正
解
で
あ
る
こ
と
を
確
証
で
き
な
く
て
も
、
そ
の
答
案
が
他
の
答
案
よ
り
も
、
も
っ
と

0

0

0

も
ら
し
い
こ
と

0

0

0

0

0

0

を
示
す
こ
と
は
で
き
る
場
合
が
あ
る
。
我
々
は
現
実
に
提
出
さ
れ
て
い
る
回
答
の
う
ち
、
他
と
比
べ
て
相
対
的
に
も
っ
と

も
ら
し
さ
の
度
合
い
が
一
番
高
い
も
の
を
、
暫
定
的
に
、
即
ち
、
よ
り
も
っ
と
も
ら
し
い
答
案
が
現
れ
る
ま
で
受
容
す
べ
き
で
あ
）
158
（
る
」
と
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の
誠
実
な
態
度
に
よ
っ
て
確
か
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
暫
定
的
な
も
っ
と
も
ら
し
さ
が
、
現
在
の
裁
判
官
の
良
心
を
め
ぐ
る
問
題
で
、

理
性
主
義
的
な
客
観
的
良
心
説
が
通
説
と
理
解
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
で
分
析
を
し
た
論
者
に
学
ぶ
と
こ
ろ
は

大
き
い
し
、
こ
れ
ま
で
の
法
学
を
牽
引
し
て
き
た
業
績
は
こ
の
先
も
読
ま
れ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

　
し
か
し
、
即
答
性
の
雪
解
け
（
ま
た
は
、
即
答
性
へ
の
鈍
感
さ
）
は
、「
理
性
」
と
は
異
な
る
「
理
性
な
る
も
の
」
を
実
証
す
る
こ
と
で
、

「
よ
り
も
っ
と
も
ら
し
い
こ
と
を
示
す
こ
と
」
と
、
日
本
憲
法
学
に
お
け
る
既
存
の
法
学
方
法
論
や
認
識
論
の
向
上
を
可
能
に
す
る
。
そ

の
一
つ
の
鍵
が
、
判
決
の
理
由
付
の
実
証
的
な
研
究
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
般
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
客
観
的
良
心
説
と
主
観
的
良
心
説
の

帰
結
的
類
）
159
（

似
や
、
さ
ら
に
長
谷
部
恭
男
が
指
摘
す
る
よ
う
な
ト
ロ
ペ
ー
ル
と
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
理
論
の
帰
結
的
類
）
160
（

似
は
論
理
構
造
と
結
論

部
の
内
容
が
個
別
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
が
「
裁
判
官
の
良
心
論
」
の
分
析
を
通
じ
て
強
調
す
る
こ
と
は
、
実
定
法
の
記

述
や
実
定
法
さ
ら
に
法
理
論
の
評
価
が
、
そ
の
方
法
や
基
準
を
通
じ
て
い
か
に
結
論
を
論
理
的
に
も
っ
と
も
ら
し
く
導
く
か
で
あ
り
、
や

は
り
そ
の
論
理
構
造
の
み
、
ま
た
は
、
内
容
の
み
の
評
価
で
そ
れ
ら
の
理
論
の
意
義
を
相
対
化
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

㈡
　
今
後
の
展
望

　「
よ
り
も
っ
と
も
ら
し
い
こ
と
を
示
す
」
た
め
に
「
小
休
止
」
が
必
要
だ
と
先
に
述
べ
た
が
、
こ
れ
は
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
「
小
休
止
」
は
具
体
的
な
研
究
対
象
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
や
め
る
こ
と
を
意
味
し
う
る
が
、
考
え
る
こ
と
を
考
え

る
こ
と
、
つ
ま
り
、
方
法
論
を
対
象
と
す
る
。

　
ま
ず
、
先
述
し
た
よ
う
に
、「
理
性
」
と
「
合
理
的
必
要
性
」
は
同
義
で
は
な
い
。
こ
の
「
合
理
的
必
要
性
」
は
実
定
法
学
の
評
価
と

い
う
特
徴
に
由
来
す
る
「
即
答
性
」
と
相
性
が
良
い
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
実
定
法
が
実
証
さ
れ
な
く
な
る
と
い
う
危
険
性
が
あ
る
。
つ
ま

り
、「
記
述
的
な
も
の
」
と
「
規
範
的
な
も
の
」
は
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
二
者
択
一
で
あ
る
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
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一
方
、
日
本
以
外
の
法
学
の
学
説
史
に
お
い
て
も
、「
記
述
的
な
も
の
」
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
に
「
規
範
的
な
も
の
」
が

支
配
的
に
な
っ
た
国
・
地
域
が
あ
る
。
し
か
し
最
大
の
違
い
は
、
こ
の
二
者
択
一
の
先
に
「
融
合
」
が
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
現
在
の
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
ア
半
島
で
あ
る
。
法
理
論
の
分
野
で
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
ア
半
島
と
い
え
ば
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
ア
・
リ

ア
リ
ズ
ム
法
学
が
思
い
浮
か
ぶ
。
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
ア
・
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
は
、
主
に
ヘ
ー
ガ
ー
シ
ュ
ト
レ
ー
ム
、
ル
ン
ド
ス
テ
ッ
ト
、

オ
リ
ヴ
ェ
ク
ロ
ー
ナ
と
い
う
三
人
か
ら
構
成
さ
れ
た
ウ
プ
サ
ラ
学
派
に
、
ロ
ス
と
フ
ァ
レ
ン
を
加
え
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
つ
ま
り
、

五
人
の
非
常
に
限
ら
れ
た
論
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
学
派
で
あ
っ
た
。
ヘ
ー
ガ
ー
シ
ュ
ト
レ
ー
ム
が
提
唱
者
の
一
人
だ
と
い
う
「
倫
理
的
非

認
知
主
義
」
は
世
界
各
地
の
法
理
論
に
影
響
を
与
え
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
こ
の
小
さ
な
学
派
は
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
ア
半
島
で
そ

の
勢
力
を
失
っ
た
。
そ
の
原
因
で
あ
っ
た
の
が
、「
倫
理
的
非
認
知
主
義
」
が
政
治
問
題
や
政
治
的
議
論
の
重
要
性
を
強
調
す
る
に
至
っ

た
こ
と
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
者
は
、
そ
の
後
、
社
会
民
主
主
義
の
政
治
に
コ
ミ
ッ
ト
を
強
め
て
い
く
の
で
あ
）
161
（

る
。
し

か
し
現
在
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
ア
半
島
に
お
い
て
数
人
の
研
究
者
に
よ
り
五
〇
年
前
に
勢
力
を
失
っ
た
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
ア
・
リ
ア
リ
ズ

ム
法
学
の
一
部

0

0

再
帰
が
目
論
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
と
し
て
パ
ト
リ
シ
ア
・
メ
ン
デ
ュ
ス
と
ス
ヴ
ェ
イ
ン
・
エ
ン
グ
が
挙
げ
ら
れ
）
162
（

る
。

こ
の
再
帰
に
お
い
て
、
特
に
エ
ン
グ
の
法
理
論
は
注
目
に
値
す
る
。
エ
ン
グ
は
、
法
学
者
が
提
示
す
る
「
何
が
法
か
」
に
つ
い
て
の
全
て

の
命
題
（Proposition de lege lata

）
に
お
い
て
、
記
述
的
か
規
範
的
か
と
い
う
性
格
の
付
与
は
段
階
の
問
題
で
あ
り
、
一
方
で
法
適
用
者

の
理
由
付
を
記
述
し
、
他
方
で
将
来
的
に
創
造
さ
れ
る
あ
る
べ
き
法
規
範
を
予
測
す
る
こ
と
で
、
最
終
的
に
記
述
ま
た
は
予
測
実
際
の
判

決
に
照
ら
し
て
評
価
で
き
る
と
主
張
し
て
い
）
163
（
る
。
こ
の
主
張
は
、「
記
述
的
な
も
の
」
と
「
規
範
的
な
も
の
」
の
二
者
択
一
の
状
況
に
あ

る
憲
法
学
に
と
っ
て
、
有
用
な
提
言
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
理
論
に
飛
び
つ
く
に
は
ま
だ
早
急
す
ぎ
る
。
小
休
止
が
必
要
で
あ
る
。
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（
1
）  

高
橋
和
之
『
体
系 

憲
法
訴
訟
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
年
）
二
一
頁
。

（
2
）  

最
近
の
注
目
す
べ
き
研
究
と
し
て
、
特
に
、
山
本
真
敬
『
立
法
裁
量
と
過
程
の
統
制
』（
尚
学
社
、
二
〇
二
二
年
）
が
あ
る
。

（
3
）  

司
法
権
概
念
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
特
に
、
佐
藤
幸
治
の
「
法
原
理
機
関
説
」
が
こ
の
議
論
の
中
心
的
位
置
を
占
め
た
。
そ
れ
ま
で
歴
史
的
概

念
構
成
を
と
っ
て
い
た
司
法
権
概
念
に
つ
い
て
、
佐
藤
は
理
論
的
概
念
構
成
を
導
入
し
規
範
的
な
理
論
を
展
開
し
た
。

（
4
）  
団
藤
重
光
「
裁
判
官
の
良
心
」
団
藤
重
光
・
斎
藤
壽
郎
『
刑
事
裁
判
の
課
題
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
二
年
）
二
〇
頁
。

（
5
）  
こ
こ
で
の
「
大
胆
さ
」・「
奇
抜
さ
」
は
二
分
法
に
よ
る
見
方
に
よ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
く
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
実
際
の
転
向
の
内
容
は
法

解
釈
論
に
関
わ
り
、
転
向
前
後
の
理
論
同
士
に
は
連
続
性
が
十
分
に
あ
る
。

（
6
）  

本
稿
で
「
前
期
の
樋
口
陽
一
」
と
呼
ぶ
場
合
、
主
に
、
樋
口
陽
一
「
法
の
解
釈
に
お
け
る
解
釈
者
の
立
場
と
裁
判
官
の
思
想
・
良
心
の
自
由
」

同
『
司
法
の
積
極
性
と
消
極
性
（
現
代
法
選
書 

五
）』（
勁
草
書
房
、
一
九
七
八
年
）（
初
出
一
九
七
一
年
）
と
樋
口
陽
一
「
裁
判
官
の
『
憲
法
忠

誠
』
と
『
価
値
中
立
』

―
裁
判
官
の
思
想
を
枠
づ
け
る
二
つ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

―
」
同
『
司
法
の
積
極
性
と
消
極
性
（
現
代
法
選
書 

五
）』

（
勁
草
書
房
、
一
九
七
八
年
）（
初
出
一
九
七
二
年
）
の
内
容
を
指
す
。
一
方
、「
後
期
の
樋
口
陽
一
」
と
呼
ぶ
場
合
は
、
樋
口
陽
一
・
栗
城
壽
夫

『
現
代
憲
法
体
系
11 

憲
法
と
裁
判
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
八
八
年
）
の
樋
口
執
筆
部
以
降
の
業
績
を
一
般
に
指
す
。

（
7
）  

樋
口
「
法
の
解
釈
に
お
け
る
…
」・
前
掲
注
（
6
）
一
六
七
頁
。

（
8
）  

同
右
、
一
七
七
―
一
七
九
頁
。

（
9
）  

樋
口
陽
一
「
裁
判
官
に
と
っ
て
の
制
定
法
」
樋
口
陽
一
・
栗
城
壽
夫
『
現
代
憲
法
体
系
11 

憲
法
と
裁
判
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
八
八
年
）
四

九
―
五
四
頁
。

（
10
）  

樋
口
陽
一
『
憲
法
　
第
四
版
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
二
一
年
）
四
二
九
―
四
三
二
頁
。

（
11
）  

こ
こ
で
の
法
実
証
主
義
の
意
味
は
、
蟻
川
恒
正
「
裁
判
官
の
責
任
と
は
何
か
」
法
の
支
配
一
五
七
巻
四
号
（
二
〇
一
〇
年
）
四
四
頁
で
、
園
部

裁
判
官
の
思
考
の
基
礎
と
し
て
指
摘
す
る
「
乾
い
た
法
実
証
主
義
」
に
み
ら
れ
る
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
し
て
の
法
実
証
主
義
の
意
味
で
は
な
い
。

実
際
に
証
明
す
る
と
い
う
意
味
で
の
実
証
・
確
証
で
あ
り
、
法
学
方
法
論
と
し
て
の
意
味
で
あ
る
。

（
12
）  

こ
こ
で
は
第
一
次
法
解
釈
論
争
の
こ
と
を
指
す
。

（
13
）  M

. T
ro
per, V. C

h
a
m
peil-D

esplaTs et C
. G

rzeg
o
rc
zyk 

（dir.
）, Théorie des contraintes juridiques, Paris-Bruxelles, L

g
d
j-

B
ru
ylan

T, 2005, 216 p. 

た
だ
し
、
こ
の
理
論
の
一
部
は
、M

. T
ro
per, « Le problèm

e de l

’interprétation et la théorie de la supralégalité 
constitutionnelle », in M

. W
alin

e 

（dir.

）, Recueil d'études en hom
m
age à Charles Eisenm

ann, Paris, Éditions Cujas, 1975, pp. 
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133 -151 ; id., « Fonction juridictionnelle ou pouvoir judiciaire ? », Pouvoirs, n
o 16, 1981, pp. 5 -15

の
二
つ
の
論
文
に
も
散
見
さ
れ

る
。

（
14
）  

こ
の
読
み
替
え
は
長
谷
部
恭
男
が
し
ば
し
ば
使
用
す
る
論
法
で
あ
る
が
、
樋
口
陽
一
に
も
同
様
の
指
摘
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
愛
敬
浩
二

「『
裁
判
官
の
良
心
』
に
関
す
る
一
考
察
」
岡
田
信
弘
・
笹
田
栄
司
・
長
谷
部
恭
男
『
高
見
勝
利
先
生
古
稀
記
念
　
憲
法
の
基
底
と
憲
法
論

―
思

想
・
制
度
・
運
用

―
』（
信
山
社
、
二
〇
一
五
年
）
四
〇
頁
に
よ
る
と
、
こ
の
方
法
論
上
の
特
徴
を
読
み
替
え
と
名
付
け
た
の
は
蟻
川
恒
正
で

あ
る
。
そ
の
対
象
は
芦
部
信
喜
の
憲
法
訴
訟
論
か
ら
、
樋
口
陽
一
の
批
判
的
峻
別
論
ま
で
広
く
及
ぶ
。
蟻
川
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
長
谷
部
恭
男

ほ
か
「
憲
法
学
の
可
能
性
を
探
る
」
法
律
時
報
六
九
巻
六
号
（
一
九
九
八
年
）
五
六
頁
を
、「
読
み
替
え
」
の
方
法
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
愛
敬

浩
二
「『
読
み
替
え
』
の
可
能
性
」
法
律
時
報
七
〇
巻
二
号
（
一
九
九
八
年
）
六
三
―
六
七
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
15
）  

広
中
俊
雄
「
現
代
の
法
解
釈
学
に
関
す
る
一
つ
の
お
ぼ
え
が
き
」
同
『
民
法
論
集
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
）
三
八
二
頁
。

（
16
）  

樋
口
・
前
掲
注
（
9
）
五
四
頁
。

（
17
）  

長
谷
部
恭
男
「
裁
判
官
の
良
心
・
再
訪
」
同
『
憲
法
の
円
環
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
二
二
一
頁
（
初
出
二
〇
一
二
年
）
は
「
憲
法
は
、

法
律
以
下
の
実
定
法
に
よ
る
裁
判
官
の
拘
束
を
解
放
す
る
た
め
の
道
で
も
あ
る
」
か
ら
「
憲
法
第
七
六
条
三
項
に
裁
判
官
の
良
心
へ
の
言
及
が
あ

る
か
否
か
に
関
わ
り
な
く
妥
当
」
し
、「
通
常
の
解
釈
学
説
と
は
レ
ベ
ル
を
異
に
し
て
い
る
」
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
憲
法
七
六
条

三
項
が
「
裁
判
官
と
い
う
判
断
の
主
体
」
へ
の
言
及
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
「
裁
判
官
が
考
え
る
こ
と
を
考
え
る
」
必
要
が
あ
る
の
で
、「
道
徳

の
領
域
に
属
す
る
論
点
」
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
18
）  

こ
の
点
に
つ
い
て
、É. m

illard, « Quelle

（s
） utilité
（s

） du 

‘Réalism
e scandinave

’ pour la connaissance du droit et pour la déterm
ination 

des m
éthodes d

’analyse de cet objet ? », in X. M
ag
n
o
n et S. M

o
u
To
n, Q

uelles doctrines constitutionnelles pour quel（s

） droit（s

） 
constitutionnel（s

） ?, Paris, M
are &

 M
artin, 2022, p. 57

が
詳
し
い
。

（
19
）  

「
合
理
性
」
と
「
理
性
」
の
区
別
に
つ
い
て
、M

. T
ro
per, « Propos-conclusifs », in R. B. M

aTh
lo
u
Th
i 

（dir.

）, Proportionnalité, 
droits fondam

entaux et juges. Proportionality, fundam
ental rights and judges., Paris, L

’Harm
attan, 2023

は
ア
レ
ク
シ
ー
の
比
例
性

審
査
論
を
批
判
し
、
ア
レ
ク
シ
ー
が
比
例
性
審
査
の
文
脈
で
明
ら
か
に
す
る
の
は
「
合
理
性
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
議
論
の
理
解
し
さ
す
さ
」
や

「
説
得
可
能
性
」
を
指
す
と
い
う
。
そ
し
て
、
ト
ロ
ペ
ー
ル
は
「
合
理
的
な
こ
と
が
非
理
性
的
で
あ
る
の
は
十
分
に
あ
り
得
る
」
と
指
摘
す
る

（
三
二
二
頁
）。
ト
ロ
ペ
ー
ル
の
こ
の
指
摘
が
意
味
す
る
の
は
、
規
範
主
義
的
・
理
想
主
義
的
な
「
理
性
」（
こ
こ
で
は
特
に
、
実
践
理
性
を
意
味

す
る
）
は
、
事
実
の
（
つ
ま
り
、
因
果
関
係
が
支
配
す
る
）
世
界
に
属
さ
な
い
が
、「
合
理
性
」
は
因
果
関
係
が
支
配
す
る
事
実
の
世
界
に
属
す
。
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つ
ま
り
「
理
性
」
が
、
因
果
関
係
で
判
断
さ
れ
る
「
議
論
の
理
解
し
さ
す
さ
」
や
「
説
得
可
能
性
」
を
指
す
こ
と
は
、
矛
盾
を
意
味
す
る
（
三
二

三
―
三
二
六
頁
）。
本
稿
は
、「
理
性
」
と
「
合
理
性
」
を
以
上
の
差
異
か
ら
区
別
す
る
。

（
20
）  

こ
の
一
文
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
発
言
に
つ
い
て
は
特
に
、
樋
口
陽
一
『
比
較
の
な
か
の
日
本
国
憲
法
』（
岩
波
書
店
、
一

九
七
九
年
）
一
六
八
―
一
八
三
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
21
）  
深
田
三
徳
『
現
代
法
理
論
論
争

―
Ｒ
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
対
法
実
証
主
義
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
22
）  
愛
敬
浩
二
「『
裁
判
官
の
良
心
』
と
裁
判
官
」
辻
村
み
よ
子
ほ
か
編
『「
国
家
と
法
」
の
主
要
問
題

―Le Salon de théorie constitutionnelle

』

（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
八
年
）
二
九
四
頁
、（
初
出
二
〇
一
五
年
）。

（
23
）  

南
野
森
「
司
法
の
独
立
と
裁
判
官
の
良
心
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
〇
〇
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
一
頁
。

（
24
）  

長
谷
部
・
前
掲
注
（
17
）
二
〇
七
頁
。

（
25
）  

牧
野
英
一
「
裁
判
に
お
け
る
良
心
と
法
律
㈠
」
警
察
研
究
二
六
巻
五
号
（
一
九
五
五
年
）
三
―
二
二
頁
、
牧
野
英
一
「
裁
判
に
お
け
る
良
心
と

法
律
㈡
」
警
察
研
究
二
六
巻
六
号
（
一
九
五
五
年
）
三
―
一
八
頁
。

（
26
）  

滝
川
幸
辰
「
日
本
の
民
主
主
義
の
た
め
に
」
世
界
九
七
号
（
一
九
五
四
年
）
一
三
二
―
一
三
八
頁
。

（
27
）  

牧
野
英
一
『
法
理
學
　
第
一
巻
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
年
）
二
七
五
頁
（
原
版
一
九
四
九
年
）。

（
28
）  

牧
野
英
一
「『
悪
法
も
亦
法
な
り
』
の
格
言
『
法
に
悪
法
な
し
』」
同
『
法
律
に
於
け
る
意
識
的
と
無
意
識
的
』（
有
斐
閣
、
一
九
二
五
年
）
一

四
六
―
一
九
五
頁
。

（
29
）  

服
部
寛
「
一
九
五
三

―
日
独
の
法
律
学
方
法
論
の
転
換
点
と
そ
の
意
義
の
再
検
討

―
」
松
山
大
学
論
集
（
松
山
大
学
）
二
三
巻
六
号
（
二

〇
一
二
年
）
一
七
九
―
二
二
六
頁
。

（
30
）  

伊
藤
正
己
「
裁
判
官
の
良
心
」
法
の
支
配
二
〇
号
（
一
九
七
一
年
）
五
九
頁
。

（
31
）  

詳
し
く
は
、
同
右
五
九
―
六
〇
頁
。

（
32
）  

田
中
成
明
『
現
代
法
理
学
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
四
七
七
頁
。

（
33
）  

田
中
耕
太
郎
「
裁
判
官
の
良
心
と
独
立
に
つ
い
て
」
法
曹
時
報
七
巻
一
号
（
一
九
五
五
年
）
一
―
三
一
頁
。

（
34
）  

牧
野
「
裁
判
に
お
け
る
良
心
と
法
律
㈠
」・
前
掲
注
（
25
）。

（
35
）  

牧
野
「
裁
判
に
お
け
る
良
心
と
法
律
㈡
」・
前
掲
注
（
25
）。

（
36
）  

伊
藤
・
前
掲
注
（
30
）
六
〇
―
六
一
頁
。
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（
37
）  

同
右
、
六
一
頁
。

（
38
）  

同
右
、
六
〇
頁
。

（
39
）  

同
右
、
六
〇
頁
。

（
40
）  
小
林
直
樹
「
裁
判
官
の
任
務
と
良
心
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
六
九
号
（
一
九
七
一
年
）
一
二
一
頁
。

（
41
）  
同
右
、
一
二
一
頁
。

（
42
）  
同
右
、
一
二
四
頁
。

（
43
）  

同
右
、
一
二
五
頁
。

（
44
）  

同
右
、
一
二
六
頁
。

（
45
）  

平
野
龍
一
「
裁
判
官
の
客
観
的
良
心
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
八
〇
号
（
一
九
七
一
年
）
八
五
頁
。

（
46
）  

同
右
、
八
六
頁
。

（
47
）  

川
島
武
宜
ほ
か
「
法
解
釈
学
の
『
科
学
性
』」
法
律
時
報
二
六
巻
四
号
（
一
九
五
四
年
）
五
八
頁
。

（
48
）  

樋
口
「
法
の
解
釈
に
お
け
る
…
」・
前
掲
注
（
6
）
一
六
七
頁
。

（
49
）  

同
右
、
一
六
八
頁
。

（
50
）  

同
右
、
一
七
一
頁
（
傍
点
原
文
）。

（
51
）  

同
右
、
一
七
七
頁
に
て
樋
口
は
、
法
解
釈
は
法
源
の
拘
束
性
を
確
保
す
る
機
能
を
も
ち
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
法
解
釈
は
「
機
能
的
意
味
の

枠
」
を
有
す
る
と
説
明
す
る
。
よ
っ
て
、「
社
会
学
的
意
味
の
枠
」
と
同
義
と
い
え
る
。

（
52
）  

こ
の
点
に
つ
い
て
、A. L

e P
illo

u
er, « Indéterm

ination du langage et indéterm
ination du droit », D

roit et Philosophie, vol. 9, n
o 

1, 2017

が
詳
し
い
。

（
53
）  

樋
口
「
法
の
解
釈
に
お
け
る
…
…
」・
前
掲
注
（
6
）
一
七
八
頁
。

（
54
）  

同
右
、
一
七
四
頁
。
ま
た
、
樋
口
の
主
張
を
つ
き
つ
め
る
と
良
心
と
法
の
衝
突
は
存
在
し
な
い
と
も
い
え
る
。

（
55
）  

南
野
・
前
掲
注
（
23
）
一
三
頁
。

（
56
）  

こ
の
評
価
は
、
樋
口
「
裁
判
官
の
『
憲
法
忠
誠
』
と
『
価
値
中
立
』」・
前
掲
注
（
6
）
に
お
い
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
石
田
長
官
談
話

の
内
容
に
関
し
て
、
樋
口
は
一
方
で
、「
裁
判
官
の
世
界
観
・
全
人
格
へ
の
枠
づ
け
が
必
要
だ
と
説
く
」「
石
田
流
の
特
異
な
世
界
観
」
と
し
て
新

派
的
裁
判
観
と
、
他
方
で
、「
裁
判
官
は
『
価
値
観
中
立
生
へ
の
信
頼
』
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
」
旧
派
的
裁
判
観
を
区
別
し
て
、
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各
裁
判
観
の
分
析
を
す
る
（
一
八
六
頁
）。
前
者
に
つ
い
て
「
裁
判
官
の
思
想
を
枠
づ
け
る
こ
と
が
必
要
」
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
裁
判
官
の
思

想
を
「
野
放
し
に
す
る
こ
と
は
恣
意
的
裁
判
を
必
然
的
に
招
来
す
る
こ
と
に
な
り
、
何
ら
か
の
『
歯
止
め
』
が
必
要
だ
」
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
法
解
釈
・
法
的
思
考
に
一
定
の
枠
づ
け
を
「
憲
法
忠
誠
」
の
名
の
下
で
行
お
う
と
い
う
こ
と
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
だ
と
批
判
す
る
の
で
あ

る
（
一
八
六
頁
）。
他
方
で
、
樋
口
は
裁
判
に
お
け
る
中
立
性
要
求
を
「
文
字
ど
お
り
の
素
朴
法
実
証
主
義
的
な
裁
判
観
に
た
ち
、
裁
判
所
は
立

法
を
前
提
と
し
た
判
決
の
自
動
販
売
機
で
あ
り
、
裁
判
官
は
無
立
場

―
し
た
が
っ
て
『
中
立
』

―
で
あ
る
べ
き
だ
し
そ
う
で
あ
り
う
る
と
い

う
神
話
」
と
評
価
し
、
中
立
性
要
求
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
だ
と
批
判
す
る
（
一
八
八
頁
）。

（
57
）  

こ
こ
で
の
科
学
の
意
味
は
「
法
の
科
学
」
を
意
味
し
、
そ
の
役
割
は
「
法
を
あ
る
が
ま
ま
に
記
述
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。

（
58
）  

第
一
は
法
的
議
論
の
理
論
、
第
二
は
「
法
と
経
済
学
」
ア
プ
ロ
ー
チ
、
第
三
は
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
司
法
決
定
・
法
解
釈
理
論
で
あ
る
。
よ
り
詳

し
く
は
、
田
中
・
前
掲
注
（
32
）
四
八
五
頁
以
降
を
参
考
の
こ
と
。

（
59
）  

愛
敬
浩
二
「
憲
法
科
学
か
ら
憲
法
哲
学
へ

―
戦
後
憲
法
理
論
の
一
局
面
」『
立
憲
主
義
の
復
権
と
憲
法
理
論
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
二

年
）
に
お
い
て
憲
法
の
哲
学
化
の
傾
向
は
一
九
九
〇
年
前
後
か
ら
始
ま
っ
た
と
し
（
一
二
―
一
四
頁
）、
憲
法
科
学
を
牽
引
し
た
樋
口
陽
一
や
杉

原
泰
雄
に
つ
い
て
も
二
〇
一
〇
年
当
時
（
該
当
論
文
初
出
時
）、「
実
践
哲
学
の
復
権
に
呼
応
す
る
か
た
ち
で
政
治
哲
学
や
法
哲
学
と
の
対
話
を
通

じ
て
興
隆
し
た
憲
法
哲
学
」
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
詳
し
く
は
、
一
八
―
二
二
頁
）。

（
60
）  

団
藤
・
前
掲
注
（
4
）
二
〇
頁
。

（
61
）  

団
藤
重
光
「
裁
判
に
お
け
る
主
体
性
と
客
観
性
」
同
『
実
践
の
法
理
と
法
理
の
実
践
』（
創
文
社
、
一
九
八
六
年
）
一
六
一
―
一
七
〇
頁
。
た

だ
し
、
法
解
釈
論
と
裁
判
官
の
良
心
論
の
関
係
は
事
実
認
定
と
良
心
論
の
関
係
に
も
当
て
は
ま
る
と
の
主
張
は
（
良
心
論
の
評
価
は
異
な
る
が
）

樋
口
「
法
の
解
釈
に
お
け
る
…
」・
前
掲
注
（
6
）
一
六
八
頁
で
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

（
62
）  

樋
口
・
前
掲
注
（
9
）
特
に
、
三
一
―
五
五
頁
。

（
63
）  

同
右
、
四
一
―
四
二
頁
。

（
64
）  

井
上
達
夫
の
ケ
ル
ゼ
ン
批
判
に
つ
い
て
は
、
井
上
達
夫
「
決
定
と
正
統
化

―
ケ
ル
ゼ
ン
と
ル
ー
ル
懐
疑

―
」
長
尾
龍
一
『
新
ケ
ル
ゼ
ン
研

究
』（
木
鐸
社
、
一
九
八
一
年
）
一
四
七
―
一
九
八
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
65
）  

樋
口
・
前
掲
注
（
9
）
四
六
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
66
）  

ト
ロ
ペ
ー
ル
の
法
解
釈
論
は
ケ
ル
ゼ
ン
の
法
段
階
説
の
「
再
構
築
」
ま
で
そ
の
射
程
が
及
ぶ
。
ト
ロ
ペ
ー
ル
の
理
論
は
そ
の
後
パ
リ
・
ナ
ン

テ
ー
ル
大
学
を
中
心
と
す
る
ナ
ン
テ
ー
ル
学
派
に
継
承
さ
れ
て
い
く
が
、
特
に
法
段
階
説
に
つ
い
て
、V. C

h
am
peil-D

esplaTs, « H
iérarchie 
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des norm
es, principe justificatif de la suprém

atie de la constitution », in M
. T
ro
per et D. C

h
ag
n
o
llau

d d
e S

abo
u
reT, Traité  

international de droit constitutionnel, t. 1, Paris, D
alloz, 2012, pp. 733 -764

は
、「
法
源
の
段
階
」
と
「
法
規
範
の
段
階
」
を
区
別
し
、

前
者
は
法
創
造
の
前
に
存
在
す
る
が
、
後
者
は
存
在
せ
ず
、
法
段
階
説
は
こ
れ
ま
で
違
憲
審
査
の
正
当
化
の
た
め
に
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ

に
加
え
て
法
創
造
者
に
法
的
制
約
を
課
し
て
い
る
と
い
え
る
と
説
明
す
る
。

（
67
）  
樋
口
・
前
掲
注
（
9
）
四
九
頁
。

（
68
）  M

. T
ro
per, « Fonction juridictionnelle ou pouvoir judiciaire ? », art. cit., p. 12. 

（
69
）  V. c

h
am
peil-D

esplaTs et M
. T
ro
per, « Proposition pour une théorie des contraintes juridiques », in M

. T
ro
per, V. C

h
am
peil-

D
esplaTs et C. G

rzeg
o
rczyk （dir.

）, op. cit., pp. 11 -23. 

（
70
）  

広
中
・
前
掲
注
（
15
）
三
八
二
―
三
八
四
頁
。

（
71
）  

野
坂
泰
司
「
テ
ク
ス
ト
・
解
釈
・
客
観
性
」
芦
部
信
喜
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
憲
法
訴
訟
と
人
権
の
理
論 

芦
部
信
喜
先
生
還
暦

記
念
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
五
年
）
一
一
七
―
一
四
一
頁
。

（
72
）  

樋
口
・
前
掲
注
（
9
）
五
四
頁
。

（
73
）  

同
右
、
五
八
頁
。

（
74
）  

同
右
、
五
九
頁
・
脚
注
一
六
。

（
75
）  

愛
敬
浩
二
「『
批
判
的
峻
別
論
』
と
『
知
の
モ
ラ
ル
』」
藤
田
宙
靖
・
高
橋
和
之
編
『
憲
法
論
集 

樋
口
陽
一
先
生
古
稀
記
念
論
集
』（
創
文
社
、

二
〇
〇
四
年
）
六
二
八
頁
。

（
76
）  

樋
口
陽
一
「
知
の
モ
ラ
ル 

そ
し
て
知
の
モ
ラ
ル

―
『
知
』
の
賢
慮
に
向
け
て
」
同
『
憲
法 

近
代
知
の
復
権
へ
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二

〇
〇
二
年
）
二
九
頁
。

（
77
）  

同
右
。

（
78
）  

同
右
、
三
〇
頁
。

（
79
）  

樋
口
陽
一
「
立
憲
主
義
の
基
礎
と
し
て
の
『
規
範
創
造
的
自
由
』」
同
『
憲
法 

近
代
知
の
復
権
へ
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
五

〇
頁
。

（
80
）  

同
右
、
五
四
頁
。

（
81
）  

同
右
、
五
二
頁
。
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（
82
）  

愛
敬
・
前
掲
注
（
59
）
二
一
頁
。

（
83
）  

長
谷
部
恭
男
「
法
秩
序
の
構
造
と
裁
判
官
の
良
心
」
学
習
院
大
学
法
学
部
研
究
年
報
（
学
習
院
大
学
）
二
二
巻
（
一
九
八
七
年
）
四
頁
。

（
84
）  

同
右
。

（
85
）  
同
右
、
四
―
五
頁
。

（
86
）  
同
右
、
九
頁
。

（
87
）  
同
右
。

（
88
）  

同
右
、
一
五
頁
。

（
89
）  

同
右
、
一
九
頁
。

（
90
）  N. M

acco
rm
ick, « Les lim

ites de la rationalité dans le raisonnem
ent juridique », in N. M

acco
rm
ick et O. W

ein
berg

er, Pour 
une théorie institutionnelle du droit. N

ouvelles approches du positivism
e juridique., O. N

erh
o
T et P. C

o
ppen

s （trad. fçse

）, Paris-
Bruxelles, L

g
d
j-e. Story-Scientia, 1992, pp. 201 -219. 

（
91
）  

長
谷
部
恭
男
「
ハ
ー
ド
ケ
ー
ス
と
裁
判
官
の
良
心
」
同
『
権
力
へ
の
懐
疑 

憲
法
学
の
メ
タ
理
論
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
一
年
）
二
〇
六
頁

（
初
出
一
九
八
六
年
）。

（
92
）  

同
右
、
二
二
二
頁
。

（
93
）  

同
右
、
二
一
八
頁
。

（
94
）  

同
右
。

（
95
）  

同
右
、
二
一
六
―
二
〇
七
頁
。

（
96
）  

愛
敬
浩
二
「『
憲
法
と
民
法
』
問
題
の
憲
法
学
的
考
察
」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
（
名
古
屋
大
学
）
二
三
〇
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
八
七
頁
。

（
97
）  

小
粥
太
郎
『
民
法
の
世
界
』（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
七
年
）
二
二
一
頁
。

（
98
）  

愛
敬
・
前
掲
注
（
96
）
一
八
五
頁
。

（
99
）  

同
右
。

（
100
）  

蟻
川
恒
正
「〈
通
過
〉
の
思
想
家
サ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
の
憲
法
理
論
」
藤
田
宙
靖
・
高
橋
和
之
編
『
憲
法
論
集 

樋
口
陽
一
先
生
古

稀
記
念
論
集
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
四
年
）
六
八
九
頁
以
降
、
特
に
、
七
二
〇
―
七
二
九
頁
。

（
101
）  

小
粥
・
前
掲
注
（
97
）
二
二
一
頁
。
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（
102
）  

蟻
川
・
前
掲
注
（
100
）
七
三
三
頁
・
脚
注
一
六
九
（
七
四
六
頁
）。

（
103
）  

小
粥
・
前
掲
注
（
97
）
二
二
三
頁
。

（
104
）  

蟻
川
・
前
掲
注
（
11
）
四
二
頁
。

（
105
）  
同
右
、
四
二
―
四
三
頁
。

（
106
）  
長
谷
部
・
前
掲
注
（
17
）
二
二
〇
頁
。

（
107
）  
同
右
。

（
108
）  

「
裁
判
官
（
へ
）
の
理
性
論
」
と
は
、
長
谷
部
の
主
張
が
、
妥
当
の
要
求
と
充
足
の
要
求
の
ど
ち
ら
も
含
む
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
109
）  

長
谷
部
・
前
掲
注
（
17
）
二
二
一
頁
。

（
110
）  

同
右
、
二
〇
九
頁
。

（
111
）  

同
右
、
二
一
一
頁
・
脚
注
一
五
。

（
112
）  

こ
の
点
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
な
ぜ
な
ら
、
全
て
の
法
実
証
主
義
者
が
法
と
道
徳
の
関
係
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
例
え
ば
、
長
谷
部
恭
男
「
解
説
」
Ｈ
．
Ｌ
．
Ａ
．
ハ
ー
ト
（
長
谷
部
恭
男
訳
）『
法
の
概
念
　〔
第
三
版
〕』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
四

四
八
―
四
四
九
頁
が
「
ハ
ー
ト
の
理
論
は
、
ま
た
、
他
の
実
証
主
義
者
た
ち
が
認
め
よ
う
と
し
な
い
法
と
道
徳
と
の
間
の
偶
発
的
な
関
係
を
も
認

め
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
現
在
の
日
本
の
憲
法
学
に
お
い
て
、
法
実
証
主
義
者
に
よ
る
法
と
道
徳
の
関
係
が
誤
解
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
113
）  A. V

iala, Le pessim
ism

e est un hum
anism

e. Schopenhauer et la raison juridique., Paris, M
are &

 M
artin, 2017, p. 117. 

（
114
）  

大
屋
雄
裕
『
法
解
釈
の
言
語
哲
学

―
ク
リ
プ
キ
か
ら
根
元
的
規
約
主
義
へ
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
九
―
一
〇
頁
。

（
115
）  

南
野
・
前
掲
注
（
23
）
一
四
頁
。

（
116
）  

同
右
。

（
117
）  

同
右
。

（
118
）  

井
上
達
夫
『
共
生
の
作
法
　
増
補
新
装
版
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
二
一
年
）
一
〇
―
一
四
頁
（
第
一
版
一
九
八
六
年
）
は
こ
の
立
場
を
「
メ
タ

価
値
的
相
対
主
義
」
と
呼
び
、「
非
普
遍
主
義
」
と
「
価
値
相
対
主
義
（
狭
義
の
相
対
主
義
）」
の
二
分
法
を
導
く
。
政
治
判
断
や
道
徳
判
断
に
含

ま
れ
る
価
値
は
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
認
識
で
き
る
価
値
で
は
な
く
、
価
値
は
ア
・
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
に
付
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
の
考
え
方

は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
法
学
者
の
ア
ク
セ
ル
・
ヘ
ー
ガ
ー
シ
ュ
ト
レ
ー
ム
が
最
初
に
提
唱
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
の
分
析
哲
学
者
の



「裁判官の良心論」からみる日本憲法学と法実証主義の対話可能性

127

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
が
情
緒
主
義
と
し
て
提
示
し
た
。
詳
し
く
は
、P. M
in
dus, « À l

’origine du non-cognitivism
e m

oderne: 
Axel H

ägerström
 », A

nalisi e D
iritto, 2009, pp. 159 -176 ; É. M

illard, « Q
uelle

（s

） utilité

（s

） du 

‘Réalism
e scandinave

’ pour la 
connaissance du droit et pour la déterm

ination des m
éthodes d

’analyse de cet objet ? », art. cit., pp. 49 -57 ; id., Théorie  
générale du droit, 2e éd., Paris, D

alloz, 2022, pp. 9 -51

を
特
に
参
照
の
こ
と
。

（
119
）  M

. T
ro
per, « La m

otivation des décisions constitutionnelles », in C. P
erelm

an et P. F
o
riers 

（dir.

）, La m
otivation des décisions 

de justice, Bruxelles, Bruylant, 1978, p. 294. 

同
様
の
こ
と
を
指
摘
す
る
論
者
と
し
て
特
に
、 E. B

u
lyg
in, « Judicial D

ecisions and the 
Creation of Law

 », in id., Essays in Legal Philosophy, O
xford, O

xford U
niversity Press, 2015, p. 76; M

. C
o
h
en et P. P

asq
u
in
o,  

« La m
otivation des décisions de justice, entre épistém

ologie sociale et théorie du droit. Le cas des Cours souveraines et des 
Cours constitutionnelles », Rapport final de la recherche réalisée avec le soutien de la M

ission de recherche D
roit et Justice, 

Centre de Théorie et Analyse du D
roit, U

m
r C

n
rs 7074, Paris, 2013, not. pp. 6 -7

の
二
つ
を
挙
げ
て
お
く
。

（
120
）  

亀
本
洋
「
法
的
議
論
に
お
け
る
実
践
理
性
の
役
割
と
限
界
」
同
『
法
的
思
考
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）
一
四
頁
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
実

践
理
性
を
少
な
く
と
も
一
部
受
け
入
れ
て
法
的
論
証
に
関
す
る
理
論
を
提
唱
し
た
ニ
ー
ル
・
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
と
実
践
理
性
か
ら
法
的
議
論
に
関
す

る
理
論
を
提
唱
し
た
ロ
バ
ー
ト
・
ア
レ
ク
シ
ー
も
同
様
に
、
正
当
化
の
文
脈
の
み
に
注
目
す
る
。

（
121
）  

一
定
の
価
値
判
断
を
含
む
「
思
想
」
と
価
値
相
対
論
か
ら
展
開
さ
れ
る
「
科
学
」
の
峻
別
が
倫
理
的
非
認
知
主
義
か
ら
導
か
れ
る
が
、
単
純
峻

別
論
か
批
判
的
峻
別
論
か
の
選
択
は
「
思
想
」
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
り
、
樋
口
陽
一
「
日
本
憲
法
学
に
と
っ
て
の
〈
科
学
〉
と
〈
思
想
〉」
同

『
近
代
憲
法
学
に
と
っ
て
の
論
理
と
価
値
﹇
戦
後
憲
法
学
を
考
え
る
﹈』（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
四
年
）
三
三
―
四
〇
頁
は
ど
ち
ら
も
評
価
し
て

い
る
。

（
122
）  

樋
口
「
裁
判
官
の
『
憲
法
忠
誠
』
と
『
価
値
中
立
』」・
前
掲
注
（
6
）
一
八
六
頁
が
問
題
と
し
て
指
摘
し
て
い
た
の
は
、「
裁
判
が
裁
判
官
の

立
場
に
よ
っ
て
規
定
づ
け
ら
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

―
そ
の
か
ぎ
り
で
は
正
当
に

―
認
識
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
さ
い
、
あ

た
か
も
裁
判
官
の
『
世
界
観
』『
全
人
格
』
が
い
わ
ば
『
知
行
合
一
』
的
に
で
も
貫
徹
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

裁
判
官
の
思
想
を
枠
づ
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
よ
う
に
論
理
を
展
開
さ
せ
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
樋
口
は
、
正
当
化
の
文
脈
に
の
み

関
心
を
寄
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
つ
ま
り
、
職
業
内
で
の
「
法
的
」
思
考
と
判
決
の
理
由
付
の
一
致
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
）、
該
当
の
論

理
展
開
を
「
野
放
し
に
す
る
こ
と
は
恣
意
的
裁
判
を
必
然
的
に
招
来
す
る
こ
と
に
な
り
、
何
ら
か
の
『
歯
止
め
』
が
必
要
だ
」
と
捉
え
、
法
解

釈
・
法
的
思
考
に
一
定
の
枠
づ
け
を
「
憲
法
忠
誠
」
の
名
の
下
で
行
お
う
と
い
う
こ
と
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
だ
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
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（
123
）  

樋
口
「
法
の
解
釈
に
お
け
る
…
…
」・
前
掲
注
（
6
）
一
七
四
頁
。

（
124
）  

南
野
・
前
掲
注
（
23
）
一
三
頁
は
す
で
に
「
裁
判
官
の
主
観
的
良
心
が
法
源
と
な
り
う
る
と
い
う
主
張
に
対
し
て
当
を
得
て
い
る
と
し
て
も
、

憲
法
七
六
条
三
項
の
解
釈
と
し
て
主
張
的
良
心
説
に
対
す
る
そ
れ
に
対
し
て
は
的
を
射
て
い
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
125
）  
こ
の
点
は
、N. B

o
bbio, « D

es critères pour résoudre les antinom
ies », in id., Essais de théorie du droit, M

. G
u
éreT 

（trad. 
fçse

）, C
. A

g
o
sTin

i 

（avec la collaboration de

）, Paris-Bruxelles, L
g
d
j-Bruylant, 1998, pp. 89 -103 ; V. C

h
a
m
peil-D

esplaTs,  
« Raisonnem

ent juridique et pluralité des valeurs: Les conflits axio-téléologiques de norm
es », A

nalisi e diritto, n
o 2001, 2002, 

pp. 59 -70 ; P. B
ru
n
eT, « Exam

en sceptique de la distinction entre m
otifs juridiques et non-juridiques », in F. c

o
u
v
ein
h
es- 

M
aTsu

m
o
To et R. N

o
llez-G

o
ld
bach, Les m

otifs non-juridiques des jugem
ents internationaux, Paris, Éditions Pedone, 2016, pp. 

9 -22

が
詳
し
い
。

（
126
）  

井
上
・
前
掲
注
（
118
）
一
四
頁
。

（
127
）  

ナ
ン
テ
ー
ル
学
派
が
パ
リ
・
ナ
ン
テ
ー
ル
大
学
の
外
で
も
広
く
支
持
さ
れ
て
い
る
様
子
はX. M

ag
n
o
n, « Rapport de synthèse », in X. 

M
ag
n
o
n et S. M

o
u
To
n, Q

uelles doctrines constitutionnelles pour quel（s

） droit（s

） constitutionnel（s

） ?, Paris, M
are &

 M
artin, 

2022, p. 431

で
示
さ
れ
て
い
る
。

（
128
）  

井
上
・
前
掲
注
（
118
）
二
四
頁
。

（
129
）  

木
村
龜
二
「
法
実
証
主
義
の
再
検
討
」
法
哲
学
年
報
一
九
六
二
巻
（
一
九
六
三
年
）
一
八
頁
。

（
130
）  

樋
口
・
前
掲
注
（
20
）
一
八
四
頁
。

（
131
）  

同
右
、
一
八
三
頁
は
尊
属
殺
重
罰
規
定
違
憲
判
決
、
薬
事
法
違
憲
判
決
、
衆
議
院
定
数
配
分
違
憲
判
決
が
あ
り
な
が
ら
も
、
全
逓
東
京
中
郵
事

件
判
決
や
都
教
組
事
件
判
決
の
流
れ
を
覆
す
全
農
林
警
職
法
事
件
判
決
を
下
し
た
様
子
を
指
し
て
い
る
。

（
132
）  

樋
口
・
前
掲
注
（
20
）
一
八
四
―
一
八
五
頁
。

（
133
）  

同
右
、
一
八
〇
頁
。

（
134
）  

同
右
、
一
八
一
頁
。

（
135
）  

同
右
、
一
九
〇
頁
。

（
136
）  

長
谷
部
恭
男
「
攻
撃
さ
れ
る
日
本
の
立
憲
主
義
」
同
『
憲
法
の
理
性
　﹇
増
補
新
装
版
﹈』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）
二
三
五
―
二

三
六
頁
（
傍
点
原
文
）。
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（
137
）  

同
右
、
二
三
六
頁
。

（
138
）  

同
右
、
二
二
三
頁
。

（
139
）  

長
谷
部
・
前
掲
注
（
17
）
二
一
一
頁
・
脚
注
一
三
。

（
140
）  
亀
本
・
前
掲
注
（
120
）
一
頁
。

（
141
）  
長
谷
部
・
前
掲
注
（
17
）
二
一
一
頁
・
脚
注
一
五
。

（
142
）  
亀
本
・
前
掲
注
（
120
）
一
頁
。

（
143
）  

同
右
、
一
六
―
一
七
頁
。

（
144
）  A. V

iala, op. cit., p. 117.

（
145
）  

長
谷
部
・
前
掲
注
（
17
）
二
一
五
頁
。

（
146
）  

同
右
、
二
一
八
頁
。

（
147
）  

樋
口
陽
一
「
学
説
と
環
境

―
建
設
の
学
と
批
判
理
論
」
同
『
憲
法 

近
代
知
の
復
権
へ
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
四
七
頁
。
同

様
な
指
摘
は
、
樋
口
・
前
掲
注
（
79
）
五
五
頁
。

（
148
）  

樋
口
・
前
掲
注
（
79
）
五
一
頁
。

（
149
）  

同
右
、
五
五
頁
。

（
150
）  

樋
口
・
前
掲
注
（
147
）
四
四
頁
。

（
151
）  

毛
利
透
『
民
主
政
の
規
範
理
論
　
憲
法
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
は
可
能
か
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）
七
八
頁
。

（
152
）  

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
憲
法
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
の
基
準
点
が
、
同
一
の
基
本
権
や
原
理
の
最
も
良
い
解
釈
だ
と
主
張
す
る
。
こ
の
「
良
さ
」
は

「
良
き
生
」
で
あ
り
、
実
践
理
性
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
同
右
五
一
頁
。

（
153
）  

長
谷
部
・
前
掲
注
（
17
）
二
一
五
頁
。

（
154
）  

こ
の
テ
ー
ゼ
はR. A

lexy, « O
n N

ecessary Relations Betw
een Law

 and M
orality », Ratio Juris, vol. 2, n

o 2, 1989, pp. 167 -183

の
「
法
と
道
徳
の
必
要
な
結
合
テ
ー
ゼ
」
と
類
似
し
て
い
る
。

（
155
）  

愛
敬
・
前
掲
注
（
14
）
七
五
頁
。

（
156
）  

栗
島
智
明
「
現
代
日
本
型
立
憲
主
義
に
関
す
る
一
考
察

―
近
時
の
日
本
に
お
け
る
立
憲
主
義
の
興
隆
と
そ
の
原
因
」
山
元
一
編
『
講
座 

立

憲
主
義
と
憲
法
学 

第
一
巻 

憲
法
の
基
礎
理
論
』（
信
山
社
、
二
〇
二
二
年
）
七
五
頁
。
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（
157
）  

同
右
。

（
158
）  

井
上
・
前
掲
注
（
118
）
二
三
頁
（
傍
点
原
文
）。

（
159
）  

山
元
一
「
司
法
権
」
辻
村
み
よ
子
編
『
ニ
ュ
ー
ア
ン
グ
ル
憲
法 

憲
法
判
例
×
事
例
研
究
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
二
年
）
三
二
四
頁
。

（
160
）  
長
谷
部
・
前
掲
注
（
91
）
二
〇
七
―
二
〇
五
頁
。

（
161
）  É. M
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